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曹
魏
の
関
隴
領
有
と
諸
葛
亮
の
第
一
次
「
北
伐
」

並　
　

木　
　

淳　
　

哉

は
じ
め
に

　
『
三
国
志
』
蜀
書
五
・
諸
葛
亮
伝
に

（
建
興
）
六
年
春
、
揚
聲
由
斜
谷
道
取
郿
、
使
趙
雲
・
鄧
芝
爲
疑
軍
、
據
箕
谷
、
魏
大
將
軍
曹
真
舉
衆
拒
之
。
亮
身
率
諸
軍
攻
祁
山
、

…
…
、
南
安
・
天
水
・
安
定
三
郡
叛
魏
應
亮
、
關
中
響
震
。
魏
明
帝
西
鎮
長
安
、
命
張
郃
拒
亮
、
亮
使
馬
謖
督
諸
軍
在
前
、
與
郃
戰
于
街

亭
。
謖
違
亮
節
度
、
舉
動
失
宜
、
大
爲
郃
所
破
。
亮
拔
西
縣
千
餘
家
、
還
于
漢
中
、
戮
謖
以
謝
衆
。

と
あ
る
。
蜀
漢
の
建
興
六
年
（
二
二
八
、
魏
の
太
和
二
年
）
に
行
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
諸
葛
亮
の
「
北
伐
」、
そ
の
一
度
目
を
伝
え
る
本
伝
の

記
事
で
あ
る
。

　

諸
葛
亮
は
前
年
に
「
出
師
表
」
を
あ
ら
わ
し
、
漢
中
の
沔
陽
県
に
駐
屯
し
て
い
た
。
彼
は
ま
ず
、
長
安
に
向
け
て
北
上
し
て
郿
県
を
攻
め
る

と
喧
伝
し
、
虚
を
突
い
て
西
の
か
た
天
水
郡
の
祁
山
へ
と
進
出
す
る
。
不
意
を
衝
か
れ
、
天
水
に
加
え
て
南
安
・
安
定
の
計
三
郡
が
蜀
漢
に
呼

応
。
魏
は
一
時
的
に
長
安
と
河
西
回
廊
と
が
分
断
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
情
勢
は
一
転
す
る
。
諸
葛
亮
は
馬
謖
を
先
鋒
と
し
て
配

置
し
て
い
た
の
だ
が
、
街
亭
で
魏
の
張
郃
に
大
敗
し
て
し
ま
う
。
戦
線
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
蜀
漢
軍
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
馬
謖
は

咎
を
負
い
処
断
さ
れ
た
。
同
内
容
を
扱
う
『
三
国
志
』
魏
書
三
・
明
帝
紀
で
は
「
蜀
大
將
諸
葛
亮
寇
邊
」
と
記
す
が
、
一
連
の
経
緯
に
は
大
差



駒沢史学87号（2016） 54

な
い
。
現
代
に
「
泣
い
て
馬
謖
を
斬
る
」
の
故
事
を
伝
え
る
史
実
で
あ
る
。
ま
た
、
天
水
郡
で
姜
維
が
蜀
漢
へ
と
降
っ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
街
亭
は
『
資
治
通
鑑
』
巻
七
一
・
魏
紀
三
・
太
和
二
年
の
条
の
胡
三
省
注
や
、『
三
国
志
集
解
』
の
『
魏
志
』
明
帝
紀
・
太
和
二

年
の
条
が
言
う
よ
う
に
、
廃
止
さ
れ
た
前
漢
の
街
泉
県
で
あ
る
。『
続
漢
志
』
郡
国
五
・
涼
州
漢
陽
郡
の
条
に
は
、
略
陽
県
に
属
す
る
街
泉
亭

と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
天
水
郡
の
東
部
に
位
置
し
、
こ
こ
が
破
ら
れ
た
こ
と
で
蜀
漢
軍
は
東
西
か
ら
攻
め
立
て
ら
れ
る
危
険
に
冒
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
戦
線
の
西
方
で
は
魏
の
隴
西
太
守
・
游
楚
が
蜀
漢
軍
の
侵
攻
を
防
い
で
い
た
。
彼
の
事
蹟
を
伝
え
る
『
三
国
志
』
魏
書
一
五
・
張
既

伝
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
游
楚
伝
に
は
、「
三
郡
叛
魏
」
の
顛
末
に
つ
い
て
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
あ
る
。

太
和
中
、
諸
葛
亮
出
隴
右
、
吏
民
騷
動
。
天
水
・
南
安
太
守
各
棄
郡
東
下
、
楚
獨
據
隴
西
、
…
…
諸
軍
上
隴
、
諸
葛
亮
破
走
。
南
安
・
天

水
皆
坐
應
亮
破
滅
、
兩
郡
守
各
獲
重
刑
、
而
楚
以
功
封
列
侯
、
長
史
掾
屬
皆
賜
拜
。

と
い
う
よ
う
に
、三
郡
の
う
ち
天
水
・
南
安
の
太
守
は
東
下
＝
長
安
方
面
へ
と
逃
走
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
安
定
太
守
の
去
就
は
不
明
だ
が
、

天
水
・
南
安
太
守
の
い
ず
れ
も
が
、
蜀
漢
へ
内
通
な
い
し
降
伏
し
た
の
で
は
な
く
、
治
所
を
放
棄
し
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
郡
に
留
ま
っ
て

戦
っ
た
游
楚
と
、
逃
亡
し
た
二
人
と
は
、
戦
後
処
理
に
お
い
て
明
暗
を
分
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
天
水
太
守
が
そ
の
治
所
・
冀
県
で

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』
蜀
書
一
四
・
姜
維
伝
に

建
興
六
年
、
丞
相
諸
葛
亮
軍
向
祁
山
、
時
天
水
太
守
適
出
案
行
、
維
及
功
曹
梁
緒
・
主
簿
尹
賞
・
主
記
梁
虔
等
從
行
。
太
守
聞
蜀
軍
垂
至
、

而
諸
縣
響
應
、
疑
維
等
皆
有
異
心
、
於
是
夜
亡
保
上
邽
。
維
等
覺
太
守
去
、
追
遲
、
至
城
門
、
城
門
已
閉
、
不
納
。
維
等
相
率
還
冀
、
冀

亦
不
入
維
。
維
等
乃
俱
詣
諸
葛
亮
。

と
あ
り
、
ま
た
同
所
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
で
は

天
水
太
守
馬
遵
將
維
及
諸
官
屬
隨
雍
州
刺
史
郭
淮
偶
自
西
至
洛
門
案
行
、
會
聞
亮
已
到
祁
山
、
淮
顧
遵
曰
：「
是
欲
不
善
！
」
遂
驅
東
還

上
邽
。
遵
念
所
治
冀
縣
界
在
西
偏
、
又
恐
吏
民
樂
亂
、
遂
亦
隨
淮
去
。
時
維
謂
遵
曰
：「
明
府
當
還
冀
。」
遵
謂
維
等
曰
：「
卿
諸
人
叵
復
信
、



並木淳哉　　曹魏の関隴領有と諸葛亮の第一次「北伐」55

皆
賊
也
。」
各
自
行
。
維
亦
無
如
遵
何
、
而
家
在
冀
、
遂
與
郡
吏
上
官
子
脩
等
還
冀
。
冀
中
吏
民
見
維
等
大
喜
、
便
推
令
見
亮
。
二
人
不

獲
已
、
乃
共
詣
亮
。
亮
見
、
大
悅
。
未
及
遣
迎
冀
中
人
、
會
亮
前
鋒
爲
張
郃
・
費
繇
等
所
破
、
遂
將
維
等
卻
縮
。
維
不
得
還
、
遂
入
蜀
。

と
あ
る
。
同
文
を
引
用
し
た
裴
松
之
が
留
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
の
記
述
に
は
食
い
違
い
が
あ
り
、
登
場
す
る
人
物
や
冀
県
城
民
の
対
応

に
関
し
て
差
が
み
え
る
。
い
っ
ぽ
う
共
通
し
て
い
る
の
は
、
天
水
太
守
（『
魏
略
』
に
よ
れ
ば
馬
遵
）
が
冀
県
に
留
ま
る
こ
と
を
恐
れ
、
郡
の

東
部
に
あ
る
上
邽
県
へ
と
逃
亡
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
姜
維
伝
で
は
既
に
周
囲
の
県
が
蜀
漢
へ
通
じ
て
い
た
と
い
い
、『
魏
略
』
で
は
馬
遵

が
「
吏
民
樂
亂
」
を
恐
れ
、
随
行
し
て
い
た
姜
維
ら
に
不
信
感
を
ぶ
つ
け
る
理
由
と
な
っ
て
い
た
。
馬
遵
の
と
っ
た
判
断
が
『
魏
略
』
游
楚
伝

に
あ
る
天
水
太
守
の
逃
亡
を
指
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

舞
台
と
な
っ
た
天
水
郡
は
、『
三
国
志
』
魏
書
二
五
・
王
朗
伝
附
王
粛
伝
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
儒
宗
伝
に

天
水
舊
有
姜
・
閻
・
任
・
趙
四
姓
、
常
推
於
郡
中
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
天
水
の
四
姓
と
呼
ば
れ
る
名
家
番
付
が
形
成
さ
れ
て
い
た
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
箇
所
は
宮
﨑
市
定
氏
の
『
九
品
官
人
法
の
研

究
』
が
後
漢
末
の
世
相
を
語
る
際
に
も
引
用
さ
れ
、
各
地
域
に
お
け
る
著
姓
の
発
達
を
伝
え
る
典
型
な
史
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
増
淵
龍
夫
氏

や
東
晋
次
氏
が
説
く
よ
う
に
、
後
漢
代
に
お
け
る
地
方
行
政
機
関
の
運
営
は
同
地
の
著
姓
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
た
。
実
際
、
姜
維
の
姜
氏
は

四
姓
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
の
父
は
郡
の
人
事
を
掌
る
功
曹
で
あ
り
、
羌
族
と
の
戦
争
で
郡
太
守
を
ま
も
っ
て
戦
死
し
た
の
だ
と

い
う
。
姜
維
伝
お
よ
び
『
魏
略
』
に
は
、
彼
と
と
も
に
梁
氏
・
尹
氏
・
上
官
氏
の
名
が
み
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
四
姓
に
こ
そ
数
え
ら
れ
て
い

な
い
が
、
姜
氏
と
同
じ
よ
う
に
天
水
郡
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
窺
え
る
。
な
ぜ
馬
遵
は
か
れ
ら
に
対
し
強
い
不
信
感
を
露
わ
に
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
周
囲
の
諸
県
は
次
々
に
蜀
側
へ
応
じ
、
南
安
太
守
も
同
じ
よ
う
に
逃
亡
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
す
べ
て
を
馬
遵
個
人
の
資
質
に
の
み

帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
三
郡
叛
魏
」
の
理
由
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』
蜀
書
五
・
諸
葛
亮
伝
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
に

始
、
國
家
以
蜀
中
惟
有
劉
備
。
備
既
死
、
數
歲
寂
然
無
聲
、
是
以
略
無
備
預
；
而
卒
聞
亮
出
、
朝
野
恐
懼
、
隴
右
・
祁
山
尤
甚
、
故
三
郡

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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同
時
應
亮
。

と
あ
る
。
劉
備
の
死
後
、
魏
で
は
す
っ
か
り
対
蜀
の
備
え
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
劉
備
の
死
に
伴
っ
て
諸
葛
亮
が

権
力
を
掌
握
し
た
同
年
（
二
二
三
、
魏
の
黄
初
四
年
）、
魏
の
司
徒
・
華
歆
や
司
空
・
王
朗
ら
は
諸
葛
亮
に
向
け
て
藩
を
称
す
る
こ
と
を
求
め

る
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
当
然
、
魏
の
首
脳
部
が
劉
備
後
の
蜀
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
無
知
だ
っ
た
は
ず
が
な
い
。
都
督
ら
に
も
情
報
が
一
定
程

度
は
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

三
郡
を
含
む
関
中
・
隴
西
の
一
帯
が
曹
操
政
権
の
影
響
下
へ
と
組
み
込
ま
れ
た
の
は
、
赤
壁
の
戦
い
以
後
か
ら
曹
操
の
晩
年
に
か
け
て
で
あ

る
。
魏
一
代
を
通
し
て
都
督
が
置
か
れ
、
対
蜀
戦
線
の
最
前
線
を
担
っ
た
。
西
晋
に
入
っ
て
も
宗
室
の
有
力
者
が
出
鎮
し
、
八
王
の
乱
末
期
か

ら
永
嘉
の
乱
に
あ
っ
て
河
間
王
司
馬
顒
や
南
陽
王
司
馬
保
・
模
父
子
、
そ
し
て
愍
帝
の
政
権
が
拠
り
、
西
晋
終
焉
の
地
と
な
る
。

　

諸
葛
亮
の
「
北
伐
」
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
に
は
、
関
隴
が
魏
の
領
域
と
な
っ
て
既
に
十
年
ほ
ど
を
経
過
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、「
三
郡
叛
魏
」

は
起
こ
る
。
同
事
件
を
誘
発
し
た
地
方
統
治
上
の
脆
さ
は
何
に
起
因
す
る
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
魏
の
地
方
行
政
と
地
域
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
、
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
基
礎
的
な
試
み
と
し
て
、
曹
魏
政
権
の
開
隴
へ
の
進

出
過
程
を
追
い
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
事
象
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一　

曹
操
政
権
と
涼
州
牧
韋
端

　

後
漢
末
、
董
卓
政
権
崩
壊
（
一
九
二
、
初
平
三
年
）
後
の
軍
閥
抗
争
時
代
に
至
っ
て
、
天
水
（
漢
陽
郡
か
ら
改
称
）・
南
安
・
安
定
の
三
郡

は
涼
州
に
属
し
て
い
た
。
後
漢
の
涼
州
は
三
輔
よ
り
西
の
諸
郡
を
す
べ
て
管
轄
し
て
い
た
が
、
曹
操
政
権
下
の
改
廃
を
経
て
、
魏
王
朝
が
成
立

す
る
と
河
西
回
廊
の
諸
郡
の
み
を
涼
州
と
し
、
残
り
と
司
隷
校
尉
か
ら
分
け
ら
れ
た
三
輔
を
合
わ
せ
て
雍
州
が
置
か
れ
た
。
こ
の
た
め
、
三
郡

は
「
北
伐
」
期
に
は
雍
州
に
属
し
て
い
る
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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天
水
郡
一
帯
が
魏
王
朝
、
そ
の
前
身
で
あ
る
曹
操
政
権
へ
と
加
わ
る
の
は
、
涼
州
牧
・
涼
州
刺
史
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
韋
端
・
韋
康
父
子
の

と
き
で
あ
る
。
後
漢
末
の
涼
州
お
よ
び
魏
の
雍
州
士
人
層
の
動
向
に
つ
い
て
は
森
本
淳
氏
に
詳
し
い
検
討
が
あ
り
、
韋
氏
政
権
に
つ
い
て
も
触

れ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
森
本
氏
の
成
果
に
も
拠
り
な
が
ら
韋
父
子
に
つ
い
て
概
略
を
な
ぞ
る
。

　

後
漢
の
涼
州
は
、
羌
族
ら
に
よ
る
度
重
な
る
反
乱
の
温
床
と
な
っ
て
い
た
。
朝
廷
で
は
涼
州
放
棄
論
も
起
こ
る
不
安
定
な
地
域
と
し
て
見
な

さ
れ
て
い
た
。
黄
巾
の
乱
と
同
年
の
光
和
七
年
（
一
八
四
）
に
反
乱
を
起
こ
し
た
韓
遂
（
金
城
の
人
）
ら
は
、
中
平
四
年
（
一
八
七
）
に
漢
陽

郡
を
陥
落
さ
せ
る
。
こ
の
時
の
太
守
・
傅
燮
は
か
れ
自
身
が
涼
州
北
地
郡
の
人
で
あ
り
、
涼
州
放
棄
論
に
鋭
い
剣
幕
で
反
対
論
陣
を
張
っ
た
人

物
で
あ
っ
た
が
、
反
乱
軍
か
ら
の
降
誘
を
拒
ん
で
戦
死
し
た
。
そ
の
頃
の
こ
と
と
し
て
、『
後
漢
書
』
列
伝
六
二
・
董
卓
伝
に
は

（
隴
西
）
太
守
李
相
如
反
、與
遂
連
和
、共
殺
涼
州
刺
史
耿
鄙
。
而
鄙
司
馬
扶
風
馬
騰
、亦
擁
兵
反
叛
、又
漢
陽
王
國
、自
號
「
合
衆
將
軍
」、

皆
與
韓
遂
合
。
共
推
王
國
爲
主
、
悉
令
領
其
衆
、
寇
掠
三
輔
。（
中
平
）
五
年
、
圍
陳
倉
。
乃
拜
卓
前
將
軍
、
與
左
將
軍
皇
甫
嵩
擊
破
之
。

韓
遂
等
復
共
廢
王
國
、
而
劫
故
信
都
令
漢
陽
閻
忠
、
使
督
統
諸
部
。
忠
恥
爲
衆
所
脅
、
感
恚
病
死
。

と
あ
る
。
漢
陽
の
人
で
あ
る
王
国
が
盟
主
と
さ
れ
、
王
国
が
失
脚
し
た
後
は
同
じ
く
漢
陽
の
閻
忠
が
祭
り
上
げ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
閻
忠

は
拒
み
な
が
ら
病
死
し
た
と
い
う
。
閻
忠
は
賈
詡
（
武
威
の
人
）
を
人
物
評
価
し
た
こ
と
で
も
伝
わ
り
、
天
水
四
姓
の
閻
氏
に
属
す
る
士
大
夫

で
あ
ろ
う
。
反
乱
軍
の
盟
主
と
な
る
の
を
拒
否
し
た
閻
忠
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
に
は
黄
巾
の
乱
鎮
圧
の
功
労
者
で
あ
っ
た
皇
甫
嵩
（
安

定
の
人
）
に
自
立
を
ほ
の
め
か
し
て
失
敗
し
て
い
る
。
閻
忠
の
拒
絶
を
後
漢
朝
廷
へ
の
忠
心
に
帰
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
う
し
て
涼
州
に
は
韓
遂
や
か
れ
に
呼
応
し
た
馬
騰
の
反
乱
軍
が
割
拠
し
た
状
態
が
続
き
、
曹
操
政
権
と
の
接
触
に
至
る
。

　

韋
端
の
初
見
は
、
建
安
元
年
（
一
九
六
）
に
曹
操
が
後
漢
の
献
帝
を
奉
戴
し
た
後
の
頃
で
あ
る
。『
三
国
志
』
蜀
書
六
・
馬
超
伝
の
注
に
引

く
『
典
略
』
に
馬
騰
の
こ
と
と
し
て

建
安
之
初
、
國
家
綱
紀
殆
弛
、
乃
使
司
隸
校
尉
鍾
繇
・
涼
州
牧
韋
端
和
解
之
。
徵
騰
還
屯
槐
里
、
轉
拜
爲
前
將
軍
、
假
節
、
封
槐
里
侯
。

北
備
胡
寇
、
東
備
白
騎
、
待
士
進
賢
、
矜
救
民
命
、
三
輔
甚
安
愛
之
。

（
8
）
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と
あ
る
。
韋
端
は
曹
操
が
関
中
に
派
遣
し
た
司
隸
校
尉
・
鍾
繇
と
同
地
の
慰
撫
に
あ
た
り
、
こ
れ
に
応
じ
た
馬
騰
は
以
降
一
貫
し
て
親
曹
操
勢

力
と
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
森
本
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
韋
氏
は
治
所
が
天
水
郡
の
冀
県
に
あ
っ
た
た
め
天
水
四
姓
ら

同
地
の
有
力
者
を
州
の
従
事
に
迎
え
て
い
た
。

　

韋
端
と
馬
騰
は
建
安
十
三
年
ご
ろ
ま
で
に
都
へ
と
召
還
さ
れ
た
。『
三
国
志
』
魏
書
二
五
・
楊
阜
伝
に

而
端
徵
爲
太
僕
、
其
子
康
代
爲
刺
史
、
辟
阜
爲
別
駕
。

と
あ
り
、『
三
国
志
』
蜀
書
六
・
馬
超
伝
の
注
に
引
く
『
典
略
』
に

（
建
安
）
十
三
年
、
徵
爲
衞
尉
、
騰
自
見
年
老
、
遂
入
宿
衞
。

と
あ
る
よ
う
に
、
韋
端
と
馬
騰
は
そ
れ
ぞ
れ
太
僕
・
衛
尉
と
い
う
九
卿
待
遇
で
あ
っ
た
。
と
も
に
子
の
韋
康
と
馬
超
が
継
い
だ
。
森
本
氏
は
こ

の
代
替
わ
り
の
措
置
を
も
っ
て
涼
州
が
曹
操
政
権
へ
組
み
込
ま
れ
た
と
指
摘
す
る
。
韋
康
は
涼
州
刺
史
と
な
っ
て
世
襲
を
果
た
し
た
が
、
実
態

は
牧
か
ら
刺
史
へ
の
格
下
げ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
は
、河
西
回
廊
を
含
む
涼
州
西
部
が
廱
州
と
し
て
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。

　

韋
端
と
馬
騰
は
そ
の
根
拠
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
代
わ
り
に
高
位
で
遇
さ
れ
た
形
だ
が
、
似
た
経
緯
で
曹
操
政
権
へ
と
参
入
し
た
軍
閥
指
導

者
が
い
る
。
長
安
の
東
、
弘
農
郡
に
駐
屯
し
て
い
た
段
煨
で
あ
る
。
段
煨
は
董
卓
の
部
将
と
し
て
反
董
卓
連
合
か
ら
長
安
を
守
る
た
め
に
同
地

へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
王
允
に
よ
る
董
卓
暗
殺
、
董
卓
故
将
・
李
傕
ら
に
よ
る
長
安
掌
握
、
献
帝
の
長
安
脱
出
と
洛
陽
へ
の
帰
還
、

曹
操
の
献
帝
奉
戴
と
許
へ
の
遷
都
…
…
と
い
う
政
局
の
空
転
に
あ
っ
て
独
立
を
維
持
し
て
い
た
。
同
董
卓
伝
に
は
、
李
傕
の
没
落
後
に
つ
い
て

（
建
安
）
三
年
、
使
謁
者
僕
射
裴
茂
詔
關
中
諸
將
段
煨
等
討
李
傕
、
夷
三
族
。
…
…
後
徵
段
煨
爲
大
鴻
臚
、
病
卒
。

と
あ
り
、『
三
国
志
』
魏
書
一
〇
・
賈
詡
伝
の
注
に
引
く
『
献
帝
紀
』
に
は

後
以
煨
爲
大
鴻
臚
光
祿
大
夫
、
建
安
十
四
年
、
以
壽
終
。

と
あ
り
、
召
還
さ
れ
て
大
鴻
臚
・
光
祿
大
夫
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、『
三
国
志
』
魏
書
一
三
・
鍾
繇
伝
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
に

（
9
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詔
徵
河
東
太
守
王
邑
。
邑
以
天
下
未
定
、
心
不
願
徵
、
而
吏
民
亦
戀
邑
、
郡
掾
衞
固
及
中
郎
將
范
先
等
各
詣
繇
求
乞
邑
。
而
詔
已
拜
杜
畿

爲
太
守
、
畿
已
入
界
。
繇
不
聽
先
等
、
促
邑
交
符
。
邑
佩
印
綬
、
徑
從
河
北
詣
許
自
歸
。

と
あ
る
河
東
太
守
・
王
邑
が
い
る
。
か
れ
も
曹
操
の
派
遣
し
た
郡
太
守
で
は
な
く
、
董
卓
系
の
残
存
勢
力
と
見
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
身

分
で
徴
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、『
三
国
志
』
魏
書
一
・
武
帝
紀
・
建
安
十
九
年
の
条
の
注
に
引
か
れ
た
『
献
帝
起
居
注
』
に
は

使
行
太
常
事
大
司
農
安
陽
亭
侯
王
邑
與
宗
正
劉
艾
、
皆
持
節
、
介
者
五
人
、
齎
束
帛
駟
馬
、
及
給
事
黃
門
侍
郎
・
掖
庭
丞
・
中
常
侍
二
人
、

迎
二
貴
人
于
魏
公
國
。

と
あ
り
、
建
安
十
九
年
（
二
一
四
）
に
大
司
農
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
段
煨
・
王
邑
の
事
例
は
韋
端
・
馬
騰
に
先
行
し
て
お
り
、
曹
操
政

権
が
友
好
的
に
軍
閥
を
吸
収
し
な
が
ら
徐
々
に
西
へ
影
響
を
広
げ
て
い
っ
た
過
程
が
見
て
取
れ
る
。

　

曹
操
政
権
下
に
お
け
る
後
漢
の
九
卿
の
地
位
を
窺
う
も
の
と
し
て
は
、
崔
琰
伝
の
注
に
引
く
『
続
漢
書
』
に

建
安
元
年
、
徵
還
爲
將
作
大
匠
・
遷
少
府
。
每
朝
會
訪
對
、
輒
爲
議
主
、
諸
卿
大
夫
寄
名
而
已
。

と
あ
る
孔
融
の
事
蹟
が
あ
る
。
孔
融
は
曹
操
政
権
下
の
許
都
に
あ
っ
て
朝
議
を
リ
ー
ド
し
鋭
気
を
示
し
て
い
た
が
、
曹
操
の
丞
相
就
任
お
よ
び

三
公
制
の
廃
止
に
合
わ
せ
る
か
の
ご
と
く
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
時
期
は
韋
端
・
馬
騰
の
召
還
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
こ
の
事
件
の
の
ち
、
九
卿
の
発

言
力
は
封
殺
さ
れ
、
曹
操
政
権
の
動
向
へ
影
響
す
る
よ
う
な
政
策
議
論
に
関
わ
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
韋
端

ら
は
、
後
漢
功
臣
の
子
孫
や
、
あ
る
い
は
献
帝
が
長
安
か
ら
洛
陽
へ
帰
還
す
る
際
に
随
行
し
た
朝
臣
な
ど
、
後
漢
の
門
閥
貴
族
と
も
呼
ぶ
べ
き

層
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
韋
端
の
京
兆
韋
氏
は
明
ら
か
に
名
門
士
大
夫
層
に
属
し
、
子
・
韋
誕
は
書
を
よ
く

し
魏
で
も
高
位
に
の
ぼ
っ
て
い
る
（
後
述
）。
い
っ
ぽ
う
、
馬
騰
は
そ
の
後
に
馬
超
が
反
乱
を
起
こ
し
た
た
め
処
刑
さ
れ
て
し
ま
う
。
段
煨
や

王
邑
の
直
系
子
孫
は
文
献
上
に
伝
わ
ら
な
い
が
、
か
れ
ら
と
そ
の
子
孫
が
貴
族
社
会
へ
の
扉
を
開
い
た
こ
と
は
、
汝
南
・
江
夏
郡
に
自
衛
集
団

を
ま
と
め
て
曹
操
に
通
じ
た
李
通
、黒
山
の
有
力
指
導
者
で
曹
操
の
麾
下
に
入
っ
た
張
燕
の
子
孫
の
事
例
を
踏
ま
え
れ
ば
想
定
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
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二　

涼
州
刺
史
韋
康
と
馬
超
の
乱

　

か
く
し
て
涼
州
刺
史
・
韋
康
の
代
に
移
っ
た
。
と
こ
ろ
が
馬
超
は
韓
遂
ら
諸
軍
閥
と
組
ん
で
曹
操
に
反
旗
を
翻
す
。
曹
操
自
ら
征
西
に
お
よ

ん
だ
結
果
、
潼
関
の
戦
い
で
馬
超
ら
連
合
軍
は
敗
北
す
る
が
、『
三
国
志
』
蜀
書
六
・
馬
超
伝
に
は

超
走
保
諸
戎
、
曹
公
追
至
安
定
、
會
北
方
有
事
、
引
軍
東
還
。
…
…
超
果
率
諸
戎
以
擊
隴
上
郡
縣
、
隴
上
郡
縣
皆
應
之
、
殺
涼
州
刺
史
韋

康
、
據
冀
城
、
有
其
衆
。
超
自
稱
征
西
將
軍
、
領
并
州
牧
、
督
涼
州
軍
事
。

と
あ
る
よ
う
に
、
曹
操
は
安
定
郡
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
軍
を
引
い
て
し
ま
っ
た
。
馬
超
に
与
し
た
軍
閥
の
ひ
と
り
で
同
地
に
逃
げ
た
楊
秋
を
降

し
た
が
、
本
拠
地
た
る
河
北
で
田
銀
・
蘇
伯
の
反
乱
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
機
に
乗
じ
て
馬
超
は
反
撃
に
出
る
。
近
隣
の
諸
郡
県
は
曹
操
に

背
き
、
建
安
十
七
年
（
二
一
二
）、
馬
超
は
た
だ
残
っ
た
冀
県
の
韋
康
を
攻
め
、
降
伏
さ
せ
た
上
で
か
れ
を
殺
し
て
し
ま
う
。
反
発
し
た
の
は

韋
氏
を
立
て
て
き
た
天
水
郡
の
諸
氏
で
あ
っ
た
。
中
心
的
人
物
の
ひ
と
り
が
故
吏
の
楊
阜
で
あ
る
。『
三
国
志
』
魏
書
二
五
・
楊
阜
伝
の
注
に

引
く
『
魏
略
』
に
は

阜
少
與
同
郡
尹
奉
次
曾
・
趙
昂
偉
章
俱
發
名
、
偉
章
・
次
曾
與
阜
俱
爲
涼
州
從
事
。

と
あ
り
、
楊
阜
は
同
郡
の
尹
奉
・
趙
昂
と
名
声
を
顕
し
た
間
柄
で
あ
っ
た
。
趙
氏
・
尹
氏
は
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
同
楊
阜

伝
の
本
文
に
は

阜
內
有
報
超
之
志
、
而
未
得
其
便
。
頃
之
、
阜
以
喪
妻
求
葬
假
。
阜
外
兄
姜
敍
屯
歷
城
。
…
…
計
定
、
外
與
鄉
人
姜
隱
・
趙
昂
・
尹
奉
・

姚
瓊
・
孔
信
・
武
都
人
李
俊
・
王
靈
結
謀
、
定
討
超
約
、
使
從
弟
謨
至
冀
語
岳
、
并
結
安
定
梁
寬
・
南
安
趙
衢
・
龐
恭
等
。
約
誓
既
明
、

十
七
年
九
月
、
與
敍
起
兵
於
鹵
城
。
超
聞
阜
等
兵
起
、
自
將
出
。
而
衢
・
寬
等
解
岳
、
閉
冀
城
門
、
討
超
妻
子
。
…
…
超
遂
南
奔
張
魯
。

と
あ
り
、
反
馬
超
の
結
謀
に
参
加
し
た
者
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
協
力
者
の
分
布
か
ら
、
韋
氏
政
権
の
実
質
的
な
影
響
範
囲
を
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
天
水
の
人
と
加
え
て
南
接
す
る
武
都
の
人
が
中
心
と
な
り
、
北
の
安
定
・
南
安
か
ら
も
応
じ
る
者
が
い
た
。

（
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楊
阜
と
姜
敍
が
鹵
城
に
挙
兵
す
る
と
、
鎮
圧
に
向
か
っ
た
馬
超
の
留
守
を
突
い
て
趙
衢
ら
が
冀
城
を
占
拠
す
る
。
曹
操
の
将
・
夏
侯
淵
ら
の

到
着
も
あ
っ
て
馬
超
は
敗
退
、
張
魯
の
支
配
す
る
漢
中
へ
と
逃
れ
て
い
っ
た
。
韋
氏
政
権
は
自
然
消
滅
す
る
形
に
な
り
、
以
降
、
楊
阜
ら
は
直

接
曹
操
に
仕
え
る
。

　

楊
阜
の
天
水
楊
氏
は
四
姓
の
姜
氏
と
通
婚
関
係
に
あ
り
、
安
定
の
梁
氏
は
梁
統
以
来
の
後
漢
の
名
族
で
あ
る
。
近
隣
著
姓
が
結
集
し
て
反
馬

超
の
旗
を
掲
げ
た
か
に
見
え
る
が
、『
三
国
志
』
魏
書
一
八
・
閻
温
伝
に
は
、

閻
溫
字
伯
儉
、
天
水
西
城
人
也
。
以
涼
州
別
駕
守
上
邽
令
。
馬
超
走
奔
上
邽
、
郡
人
任
養
等
舉
衆
迎
之
。
溫
止
之
、
不
能
禁
、
乃
馳
還
州
。

と
い
う
記
事
も
み
え
る
。
冀
県
の
落
城
お
よ
び
韋
康
殺
害
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
郡
人
」
の
任
養
は
馬
超
側
に
つ
い
て
い
た
と
い
う
。

任
氏
は
四
姓
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
三
国
志
』
魏
書
三
・
明
帝
紀
・
青
龍
元
年
の
条
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
佞
倖
篇
に
は

（
孔
）
桂
字
叔
林
、
天
水
人
也
。
建
安
初
、
數
爲
將
軍
楊
秋
使
詣
太
祖
、
太
祖
表
拜
騎
都
尉
。

と
あ
る
。
将
軍
の
楊
秋
と
は
馬
超
と
と
も
に
曹
操
へ
反
旗
を
翻
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
が
、
潼
関
の
戦
い
以
前
、
楊
秋
と
曹
操
と
は
あ
く
ま
で
友

好
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
楊
秋
が
曹
操
と
交
渉
を
持
つ
際
、
天
水
の
人
・
孔
桂
が
使
者
を
つ
と
め
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
反
馬
超
の
謀

議
に
加
わ
っ
た
天
水
の
孔
信
と
は
同
姓
で
あ
る
。
楊
秋
の
本
籍
は
不
明
で
あ
り
、
か
れ
自
身
は
安
定
郡
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る

が
、
麾
下
に
天
水
の
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
か
れ
も
楊
阜
と
同
じ
天
水
の
楊
氏
を
出
自
と
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
南
安
の
龐
氏
に
は
『
三
国
志
』
魏
書
一
八
・
龐
徳
伝
に

龐
悳
字
令
明
、南
安
狟
道
人
也
。
少
爲
郡
吏
州
從
事
。
初
平
中
、從
馬
騰
擊
反
羌
叛
氐
。
數
有
功
、稍
遷
至
校
尉
。
…
…
後
騰
徵
爲
衞
尉
、

悳
留
屬
超
。
太
祖
破
超
於
渭
南
、
悳
隨
超
亡
入
漢
陽
、
保
冀
城
。
後
復
隨
超
奔
漢
中
、
從
張
魯
。

と
あ
る
龐
徳
が
い
る
。
か
れ
は
か
ね
て
よ
り
馬
騰
・
馬
超
父
子
に
従
い
、
冀
城
を
攻
め
る
馬
超
の
軍
中
に
も
あ
っ
た
が
、
州
の
従
事
を
つ
と
め

る
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。

（
19
）
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確
か
に
、
韋
康
の
復
仇
を
成
し
遂
げ
た
の
は
天
水
と
そ
の
近
隣
の
著
姓
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
親
韋
康
・
親
曹
操
派
の
強
い
意
向
に
よ
っ
て
天

水
郡
一
帯
は
曹
操
政
権
へ
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
馬
超
側
と
し
て
行
動
し
た
者
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
親
曹
操
派
と
反
曹
操
派
に

な
ん
ら
か
の
差
異
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
当
地
の
有
力
者
た
ち
が
両
者
に
分
裂
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三　

韋
氏
政
権
と
武
都
郡
の
遥
置

　

天
水
の
人
と
武
都
の
人
が
反
馬
超
謀
議
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
天
水
郡
は
刺
史
の
治
所
・
冀
県
を
含
む
地
で
あ
る
が
、

韋
氏
政
権
と
武
都
郡
に
は
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

楊
阜
と
と
も
に
挙
兵
し
た
姜
敍
は
も
と
も
と
歴
城
に
駐
屯
し
て
い
た
。『
水
経
注
』
巻
二
〇
・
漾
水
に
は

建
安
水
又
東
逕
蘭
坑
城
北
、
建
安
城
南
、
其
地
、
故
西
縣
之
歷
城
也
。
楊
定
自
隴
右
徙
治
歷
城
、
即
此
處
也
。
去
仇
池
百
二
十
里
、
後
改

爲
建
安
城
。

と
あ
り
、
歴
城
は
武
都
郡
に
近
い
西
県
に
位
置
し
て
い
た
。『
三
国
志
』
魏
書
二
五
・
楊
阜
伝
の
注
に
引
く
『
列
女
伝
』
に
は
、

姜
敍
母
者
、
天
水
姜
伯
奕
之
母
也
。
建
安
中
、
馬
超
攻
冀
、
害
涼
州
刺
史
韋
康
、
州
人
悽
然
、
莫
不
感
憤
。
敍
爲
撫
夷
將
軍
、
擁
兵
屯
歷
。

と
あ
り
、
姜
敍
は
「
撫
夷
将
軍
」
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
武
都
郡
周
辺
は
氐
族
の
居
住
地
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
の
う
ち
韋
氏
に
従
っ
て
い
た

者
を
姜
敍
は
兵
を
擁
し
て
管
轄
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
馬
超
敗
走
後
、
武
都
の
地
を
任
さ
れ
た
の
は
楊
阜
で
あ
っ
た
。『
三
国
志
』
魏
書
二
五
・
楊
阜
伝
に
は

太
祖
征
漢
中
、
以
阜
爲
益
州
刺
史
。
還
、
拜
金
城
太
守
、
未
發
、
轉
武
都
太
守
。
郡
濱
蜀
漢
、
阜
請
依
龔
遂
故
事
、
安
之
而
已
。
會
劉
備

遣
張
飛
・
馬
超
等
從
沮
道
趣
下
辯
、
而
氐
雷
定
等
七
部
萬
餘
落
反
應
之
。
…
…
及
劉
備
取
漢
中
以
逼
下
辯
、
太
祖
以
武
都
孤
遠
、
欲
移
之
、

恐
吏
民
戀
土
。
阜
威
信
素
著
、
前
後
徙
民
・
氐
、
使
居
京
兆
・
扶
風
・
天
水
界
者
萬
餘
戶
、
徙
郡
小
槐
里
、
百
姓
襁
負
而
隨
之
。
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と
あ
り
、『
華
陽
国
志
』
巻
二
・
漢
中
志
・
武
都
郡
の
条
に
は

魏
益
州
刺
史
天
水
楊
阜
治
此
郡
。
阜
以
濱
蜀
境
、
移
其
氐
傁
於
汧
・
雍
及
天
水
・
略
陽
。
…
…
其
氐
傁
・
楊
濮
屬
魏
、
魏
遙
置
其
郡
。

と
あ
る
。
楊
阜
は
益
州
刺
史
と
し
て
武
都
に
治
し
、
の
ち
に
金
城
太
守
と
な
る
が
、
赴
か
な
い
う
ち
に
改
め
て
武
都
太
守
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

『
三
国
志
』
魏
書
二
五
・
楊
阜
伝
の
注
に
引
く
『
列
女
伝
』
に
は
、

趙
昂
妻
異
者
、
故
益
州
刺
史
天
水
趙
偉
璋
妻
、
王
氏
女
也
。

と
あ
る
。
楊
阜
と
と
も
に
馬
超
と
戦
っ
た
趙
昂
も
益
州
刺
史
と
な
っ
た
よ
う
な
の
で
、
前
後
し
て
任
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

武
都
郡
は
曹
操
の
漢
中
攻
め
と
同
時
に
平
定
の
対
象
と
な
り
、
抵
抗
し
た
氐
王
・
竇
茂
な
ど
仇
夷
（
＝
仇
池
）
の
氐
ら
が
征
服
さ
れ
た
。
楊

阜
は
武
都
に
お
い
て
韋
氏
政
権
か
ら
曹
操
政
権
に
従
っ
た
者
と
新
た
に
降
伏
し
た
者
と
を
合
わ
せ
て
統
治
し
た
の
だ
ろ
う
。
か
れ
の
武
都
太
守

在
任
時
代
に
特
筆
さ
れ
る
の
が
、
郡
の
「
遙
置
」
で
あ
る
。
曹
操
は
張
魯
を
降
し
て
漢
中
と
巴
を
得
る
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
劉
備
が
成
都
で

益
州
牧
・
劉
璋
を
降
し
、
蜀
に
入
る
。
両
者
は
漢
中
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
激
戦
と
な
り
、
曹
操
は
漢
中
を
放
棄
し
て
撤
退
す
る
。
漢
中
放
棄
に

よ
り
、
西
接
す
る
武
都
は
蜀
と
の
境
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
曹
操
は
武
都
郡
を
徙
す
決
断
を
す
る
。『
三
国
志
』
魏
書

一
五
・
張
既
伝
に
は

太
祖
將
拔
漢
中
守
、
恐
劉
備
北
取
武
都
氐
以
逼
關
中
、
問
既
。
既
曰
：「
可
勸
使
北
出
就
穀
以
避
賊
、
前
至
者
厚
其
寵
賞
、
則
先
者
知
利
、

後
必
慕
之
。」
太
祖
從
其
策
、
乃
自
到
漢
中
引
出
諸
軍
、
令
既
之
武
都
、
徙
氐
五
萬
餘
落
出
居
扶
風
・
天
水
界
。

と
あ
り
、
雍
州
刺
史
・
張
既
の
献
策
を
用
い
、
早
く
北
へ
移
っ
た
者
は
厚
く
報
い
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
楊
阜
は
武
都
郡
の
「
民
・
氐
」

を
京
兆
・
扶
風
（
汧
県
・
雍
県
）・
天
水
（
略
陽
県
）
の
三
郡
に
移
住
さ
せ
た
。
さ
ら
に
曹
丕
の
代
と
な
っ
た
延
康
元
年
（
二
二
〇
）
に
は
武

都
の
氐
王
・
楊
僕
が
天
水
郡
に
移
っ
た
と
い
う
。
武
都
郡
の
新
治
所
は
扶
風
の
小
槐
里
に
置
か
れ
た
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
二
七
・
関
西
道
三
・

雍
州
三
・
武
功
県
の
条
に
は

小
槐
里
、
李
奇
曰
：
槐
里
之
西
城
也
。
東
已
有
槐
里
城
、
以
此
城
爲
小
槐
里
。

（
20
）
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と
あ
り
、
槐
里
県
の
西
方
に
あ
っ
た
と
い
う
。
以
降
、
武
都
郡
は
も
と
の
実
土
を
失
い
、
魏
王
朝
か
ら
人
的
集
団
と
し
て
把
握
さ
れ
る
存
在
と

な
っ
た
。
楊
阜
は
小
槐
里
の
地
で
移
住
し
た
人
々
を
管
轄
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。『
三
国
志
』
魏
書
二
五
・
楊
阜
伝
に
は

文
帝
問
侍
中
劉
曄
等
：「
武
都
太
守
何
如
人
也
？
」
皆
稱
阜
有
公
輔
之
節
。
未
及
用
、
會
帝
崩
。
在
郡
十
餘
年
、
徵
拜
城
門
校
尉
。

と
あ
る
。
文
帝
・
曹
丕
の
死
ま
で
十
数
年
の
間
武
都
太
守
を
つ
と
め
、
中
央
で
も
顕
官
を
歴
任
し
た
。

　

楊
阜
の
後
に
武
都
太
守
と
な
っ
た
者
と
し
て
は
、
韋
誕
が
み
え
る
。
馬
超
に
殺
さ
れ
た
涼
州
刺
史
・
韋
康
の
弟
で
あ
る
。『
三
国
志
』
魏
書

二
一
・
劉
劭
伝
の
注
に
引
く
『
文
章
敍
録
』
に

誕
字
仲
將
、
太
僕
端
之
子
。
有
文
才
、
善
屬
辭
章
。
建
安
中
、
爲
郡
上
計
吏
、
特
拜
郎
中
、
稍
遷
侍
中
・
中
書
監
、
以
光
祿
大
夫
遜
位
、

年
七
十
五
卒
於
家
。

と
あ
り
、
同
所
載
の
衛
恒
『
四
体
書
勢
』
に
は

太
和
中
、
誕
爲
武
都
太
守
、
以
能
書
留
補
侍
中
、
魏
氏
寶
器
銘
題
皆
誕
書
云
。

と
あ
る
。
韋
誕
は
侍
中
・
中
書
監
・
光
禄
大
夫
と
高
官
に
の
ぼ
っ
た
が
、
太
和
年
間
（
二
二
七
～
二
三
二
）
に
は
武
都
太
守
と
な
っ
た
の
だ
と

い
う
。
太
和
は
明
帝
・
曹
叡
は
じ
め
の
元
号
で
あ
り
、
ま
た
諸
葛
亮
の
「
北
伐
」
期
に
も
重
な
る
。
韋
誕
の
武
都
太
守
就
任
は
楊
阜
の
離
任
か

ら
多
く
見
積
も
っ
て
も
数
年
と
経
た
な
い
う
ち
の
出
来
事
で
あ
り
、
あ
る
い
は
直
接
の
後
任
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
時
期
的
に
み
て
、

韋
誕
の
武
都
郡
が
扶
風
郡
に
遙
置
さ
れ
た
武
都
郡
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
韋
誕
の
経
歴
に
よ
る
と
韋
康
と
と
も
に
冀
県
に
在
っ
た
こ
と
は

窺
え
な
い
が
、
偶
然
の
人
事
と
は
言
え
な
い
。
楊
阜
の
仕
事
を
引
き
継
い
で
、
も
し
く
は
蜀
漢
の
侵
攻
に
遭
っ
て
動
揺
し
た
武
都
「
民
・
氐
」

の
慰
撫
の
た
め
、
旧
韋
氏
政
権
の
縁
者
が
起
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
韋
康
の
死
か
ら
十
五
年
が
経
っ
て
な
お
、
韋
端
・
韋
康
父
子
の
記
憶
は
魏

王
朝
に
同
地
の
人
々
へ
の
規
制
力
を
期
待
さ
せ
る
、
自
立
し
た
影
響
力
を
遺
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

移
住
し
た
武
都
の
人
々
の
う
ち
、
天
水
郡
に
移
っ
た
者
は
略
陽
県
に
住
ん
だ
と
い
う
。
街
亭
で
馬
謖
が
張
郃
を
迎
え
撃
っ
た
と
き
、
近
隣
に

は
こ
の
と
き
の
武
都
郡
民
の
集
団
が
い
た
の
で
あ
る
。

（
22
）
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四　

夏
侯
淵
の
興
国
氐
攻
略

　

楊
阜
ら
が
馬
超
と
戦
っ
て
い
た
と
き
、
救
援
し
た
の
が
夏
侯
淵
で
あ
っ
た
。
夏
侯
淵
は
曹
操
の
関
中
平
定
軍
の
頭
と
し
て
縦
横
無
尽
に
駆
け

回
っ
て
お
り
、
天
水
郡
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。
夏
侯
淵
の
西
征
に
つ
い
て
は
『
三
国
志
』
魏
書
一
・
武
帝
紀
や
魏
書
九
・
夏
侯
淵
伝
の
ほ
か
、

魏
書
一
七
・
徐
晃
伝
、
同
張
郃
伝
な
ど
に
記
載
が
あ
る
。

表　

夏
侯
淵
の
西
征
路

建
安
十
六
年

（
二
一
一
）

【
三
月
】
鍾
繇
・
夏
侯
淵
ら
張
魯
討
伐
へ
向
か
う
。
馬
超
・
韓
遂
ら
挙
兵

【
七
月
】
曹
操
西
征
、
潼
関
の
戦
い
。
成
宜
・
李
堪
ら
戦
死

扶
風
の
隃
糜
・
汧
ら
諸
県
の
氐
を
平
定

【
十
月
】
安
定
で
楊
秋
降
伏
。
曹
操
、
鄴
へ

建
安
十
七
年

（
二
一
二
）

【
正
月
】
京
兆
の
藍
田
に
拠
る
劉
雄
鳴
を
討
伐

左
馮
翊
の
鄜
で
梁
興
を
斬
る

馬
超
再
起
、
隴
上
の
諸
郡
県
を
引
き
入
れ
韋
康
攻
め
。
韋
康
は
降
伏
後
殺
害
さ
れ
る

建
安
十
八
年

（
二
一
三
）

韋
康
へ
の
救
援
間
に
合
わ
ず
。
馬
超
と
戦
い
敗
れ
る

氐
王
の
阿
貴
・
千
万
、
馬
超
に
呼
応
。
興
国
城
攻
め

建
安
十
九
年

（
二
一
四
）

楊
阜
ら
挙
兵
、
冀
城
よ
り
馬
超
を
追
い
出
す

夏
侯
淵
の
救
援
に
よ
り
馬
超
敗
走
、
呼
応
し
て
い
た
諸
県
を
降
す

天
水
郡
か
ら
韓
遂
を
追
っ
て
略
陽
に
至
る
。
韓
遂
と
連
携
す
る
羌
を
破
る

再
び
興
国
を
攻
め
、
阿
貴
を
滅
ぼ
す
。
千
万
は
逃
亡

【
十
月
】
興
国
よ
り
隴
西
の
枹
罕
を
攻
め
、
河
首
平
漢
王
・
宋
建
を
滅
ぼ
す
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こ
の
う
ち
、
興
国
に
拠
っ
た
阿
貴
・
千
万
と
戦
っ
た
際
、
略
陽
県
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
「
武
都
氐
」
と
も
記
さ
れ
る
が
、
興

国
は
略
陽
近
郊
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
阿
貴
・
千
万
は
冀
城
を
落
と
し
た
馬
超
に
呼
応
し
、
天
水
郡
か
ら
金
城
郡
に
い
た
韓
遂
と
も
連
携
し

て
い
た
。
馬
超
が
天
水
か
ら
敗
退
し
た
の
ち
の
こ
と
と
し
て
、『
三
国
志
』
魏
書
九
・
夏
侯
淵
伝
に
は

韓
遂
在
顯
親
、
淵
欲
襲
取
之
、
遂
走
。
淵
收
遂
軍
糧
、
追
至
略
陽
城
、
去
遂
二
十
餘
里
、
諸
將
欲
攻
之
、
或
言
當
攻
興
國
氐
。
淵
以
爲
遂

兵
精
、
興
國
城
固
、
攻
不
可
卒
拔
、
不
如
擊
長
離
諸
羌
。
…
…
淵
乃
留
督
將
守
輜
重
、
輕
兵
步
騎
到
長
離
、
攻
燒
羌
屯
、
斬
獲
甚
衆
。
諸

羌
在
遂
軍
者
、
各
還
種
落
。
遂
果
救
長
離
、
與
淵
軍
對
陳
。
…
…
大
破
遂
軍
、
得
其
旌
麾
、
還
略
陽
、
進
軍
圍
興
國
。
氐
王
千
萬
逃
奔
馬

超
、
餘
衆
降
。

と
あ
る
。
韓
遂
を
追
っ
て
略
陽
に
達
し
た
夏
侯
淵
は
、
興
国
攻
め
に
か
か
ら
ず
、
先
に
韓
遂
の
勢
力
を
追
い
払
う
こ
と
へ
専
念
し
た
。
韓
遂
お

よ
び
か
れ
と
結
ぶ
羌
を
攻
略
し
た
の
ち
、
略
陽
に
戻
り
、
手
足
の
も
が
れ
た
興
国
を
落
と
す
。『
三
国
志
』
魏
書
三
〇
・
東
夷
伝
・
倭
人
の
条

の
注
に
引
く
『
魏
略
』
西
戎
伝
に
よ
れ
ば

近
去
建
安
中
、
興
國
氐
王
阿
貴
・
白
項
（
＝
百
頃
）
氐
王
千
萬
各
有
部
落
萬
餘
、
至
十
六
年
、
從
馬
超
爲
亂
。
超
破
之
後
、
阿
貴
爲
夏
侯

淵
所
攻
滅
、
千
萬
西
南
入
蜀
、
其
部
落
不
能
去
、
皆
降
。
國
家
分
徙
其
前
後
兩
端
者
、
置
扶
風
・
美
陽
、
今
之
安
夷
・
撫
夷
二
部
護
軍
所

典
是
也
。
其
本
守
善
、
分
留
天
水
・
南
安
界
、
今
之
廣
魏
郡
所
守
是
也
。

と
あ
る
。
興
国
を
破
っ
た
際
、
降
伏
し
た
集
団
の
う
ち
、
以
前
よ
り
叛
服
常
な
ら
な
い
者
た
ち
は
右
扶
風
ま
で
移
し
、
本
来
従
順
で
あ
っ
た
者

（
23
）

建
安
二
十
年

（
二
一
五
）

【
三
月
】
曹
操
、
再
び
西
征
の
途
に
就
く

武
都
で
竇
茂
ら
氐
を
破
る

【
七
月
】
張
魯
、
漢
中
よ
り
逃
亡
。
こ
の
こ
ろ
曹
操
と
夏
侯
淵
合
流
か

【
九
月
】
七
姓
夷
王
・
朴
胡
、
賨
邑
侯
・
杜
濩
ら
帰
順

【
十
一
月
】
張
魯
降
伏

【
十
二
月
】
曹
操
帰
還
。
夏
侯
淵
、
漢
中
の
守
備
を
任
さ
れ
る
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た
ち
は
近
隣
の
天
水
・
南
安
郡
に
住
ま
わ
せ
た
。
の
ち
に
前
者
は
広
魏
郡
（
西
晋
で
は
略
陽
郡
）、
後
者
は
安
夷
護
軍
・
撫
夷
護
軍
に
管
轄
さ

せ
た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
、
広
魏
郡
に
つ
い
て
『
晋
書
』
志
四
・
地
理
志
上
・
秦
州
に
は

略
陽
郡　

本
名
廣
魏
、
泰
始
中
更
名
焉
。
統
縣
四
、
戶
九
千
三
百
二
十
。

と
あ
り
、『
宋
書
』
志
二
七
・
州
郡
志
三
・
秦
州
に
は

略
陽
太
守
、
晉
太
康
地
志
屬
天
水
。
何
志
故
曰
漢
陽
、
魏
分
立
曰
廣
魏
、
武
帝
更
名
。
永
初
郡
國
有
清
水
縣
、
別
見
。
何
・
徐
無
。
領
縣

三
。
戶
一
千
三
百
五
十
九
、
口
五
千
六
百
五
十
七
。

と
あ
り
、
魏
の
時
代
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
三
国
志
』
魏
書
三
・
明
帝
紀
・
景
初
三
年
の
条
の
注
に
引
く
『
魏
書
』
に
は

九
月
、
蜀
陰
平
太
守
廖
惇
反
、
攻
守
善
羌
侯
宕
蕈
營
。
雍
州
刺
史
郭
淮
遣
廣
魏
太
守
王
贇
・
南
安
太
守
游
奕
將
兵
討
惇
。
…
…
詔
敕
未
到
、

奕
軍
爲
惇
所
破
；
贇
爲
流
矢
所
中
死
。

と
あ
り
、
景
初
三
年
（
二
三
八
）
ま
で
に
は
存
在
し
て
い
る
。
撫
夷
護
軍
に
つ
い
て
は
『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
一
・
関
内
道
一
・
雲
陽
県
に

魏
司
馬
宣
王
撫
慰
關
中
、
罷
縣
、
置
撫
夷
護
軍
、
趙
王
倫
鎭
長
安
、
復
罷
護
軍
。
劉
・
石
・
苻
・
姚
因
之
。

と
あ
る
。
曹
真
死
後
（
二
三
一
）、
司
馬
懿
が
都
督
雍
涼
諸
軍
事
を
代
わ
っ
た
後
と
し
て
い
る
が
、
県
の
代
替
機
構
と
し
て
護
軍
が
置
か
れ
た
と

い
う
。
安
夷
護
軍
も
同
時
期
か
。
曹
操
政
権
に
従
順
的
な
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
者
た
ち
は
郡
太
守
に
管
轄
さ
れ
る
一
方
、
そ
う
で
な
か
っ
た
者

た
ち
は
厳
正
な
軍
政
の
下
に
置
か
れ
て
支
配
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
諸
葛
亮
の
「
北
伐
」
は
魏
の
青
龍
二
年
（
二
三
四
）
ま
で
続
く
が
、
そ

れ
を
防
ぎ
な
が
ら
徐
々
に
行
政
区
画
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
略
陽
県
に
は
他
に
も
外
地
か
ら
移
さ
れ
た
集
団
が
あ
っ
た
。
張
魯
と
と
も
に
曹
操
へ
と
降
っ
た
、
板
楯
蛮
の
七
姓
夷
王
・
朴
胡
お

よ
び
賨
邑
侯
・
杜
濩
の
集
団
で
あ
る
。

（
24
）
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五　

街
亭
の
戦
い
と
略
陽
の
板
楯
蛮

　
『
三
国
志
』
蜀
書
九
・
馬
良
伝
附
馬
謖
伝
に

建
興
六
年
、
亮
出
軍
向
祁
山
、
時
有
宿
將
魏
延
・
吳
壹
等
、
論
者
皆
言
以
爲
宜
令
爲
先
鋒
、
而
亮
違
衆
拔
謖
、
統
大
衆
在
前
、
與
魏
將
張

郃
戰
于
街
亭
、
爲
郃
所
破
、
士
卒
離
散
。
亮
進
無
所
據
、
退
軍
還
漢
中
。
謖
下
獄
物
故
、
亮
爲
之
流
涕
。

と
あ
り
、『
三
国
志
』
魏
書
一
七
・
張
郃
伝
に

諸
葛
亮
出
祁
山
。
加
郃
位
特
進
、
遣
督
諸
軍
、
拒
亮
將
馬
謖
於
街
亭
。
謖
依
阻
南
山
、
不
下
據
城
。
郃
絕
其
汲
道
、
擊
、
大
破
之
。
南
安
・

天
水
・
安
定
郡
反
應
亮
、
郃
皆
破
平
之
。

と
あ
る
。
諸
葛
亮
は
、
魏
延
や
呉
懿
と
い
っ
た
宿
将
を
推
す
声
を
押
し
の
け
て
馬
謖
を
先
鋒
に
起
用
し
た
。
馬
謖
は
城
を
避
け
て
、
南
山
に
拠

り
魏
軍
と
対
峙
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
魏
軍
を
率
い
た
張
郃
に
水
を
断
た
れ
、
大
敗
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
と
き
の
蜀
漢
軍
の
陣
容
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』
魏
書
二
六
・
郭
淮
伝
に

太
和
二
年
、
蜀
相
諸
葛
亮
出
祁
山
、
遣
將
軍
馬
謖
至
街
亭
、
高
詳
屯
列
柳
城
。
張
郃
擊
謖
、
淮
攻
詳
營
、
皆
破
之
。

と
あ
り
、『
三
国
志
』
魏
書
三
・
明
帝
紀
・
太
和
二
年
の
条
の
注
に
引
く
『
露
布
天
下
并
班
告
益
州
』
に
は

王
師
方
振
、
膽
破
氣
奪
、
馬
謖
・
高
祥
、
望
旗
奔
敗
。

と
あ
る
。
張
郃
は
馬
謖
を
破
り
、
郭
淮
は
別
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
「
高
詳
」
も
し
く
は
「
高
祥
」
を
破
っ
た
の
だ
と
い
う
。
郭
淮
に
撃
破
さ
れ

た
の
は
、蜀
側
の
史
料
に
「
高
翔
」
と
あ
ら
わ
れ
る
人
物
だ
ろ
う
。
彼
は
蜀
漢
に
お
い
て
魏
延
や
呉
懿
に
次
ぐ
重
鎮
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
晋
書
』

列
伝
五
二
・
陳
寿
伝
に
は

陳
壽
字
承
祚
、
巴
西
安
漢
人
也
。
…
…
壽
父
爲
馬
謖
參
軍
、
謖
爲
諸
葛
亮
所
誅
、
壽
父
亦
坐
被
髠
、
諸
葛
瞻
又
輕
壽
。

と
あ
り
、『
華
陽
国
志
』
巻
七
・
劉
後
主
志
・
建
興
六
年
の
条
に
は

（
25
）

（
26
）
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（
諸
葛
）
亮
使
參
軍
襄
陽
馬
謖
、
裨
将
軍
巴
西
王
平
及
張
休
（
＝
張
沐
と
も
）・
李
盛
・
黃
襲
等
在
前
、
違
亮
節
度
、
舉
動
失
宜
、
爲
郃
所

破
。

と
あ
る
。『
三
国
志
』
の
著
者
・
陳
寿
の
父
が
参
軍
と
し
て
従
軍
し
て
い
た
ほ
か
、
裨
将
軍
の
王
平
や
将
軍
の
張
休
・
李
盛
・
黄
襲
が
い
た
。

陳
氏
は
後
漢
時
代
に
陳
禅
を
輩
出
し
た
巴
西
の
著
姓
で
あ
り
、
王
平
も
ま
た
巴
西
の
人
で
あ
る
。
任
乃
強
氏
は
張
休
・
李
盛
・
黄
襲
も
ま
た
裨
将

軍
で
巴
西
の
人
で
あ
っ
た
可
能
性
を
挙
げ
て
い
る
が
、
な
お
慎
重
を
要
す
る
。

　

蜀
漢
は
後
漢
の
益
州
一
州
を
版
図
と
し
て
い
た
た
め
、
陳
寿
の
父
と
王
平
が
巴
西
出
身
者
と
し
て
軍
中
に
重
な
る
可
能
性
は
低
く
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
王
平
の
経
歴
を
み
て
い
く
と
、
か
れ
が
街
亭
に
派
遣
さ
れ
た
理
由
が
み
え
て
く
る
。
王
平
は
、
街
亭
の
近
く
に
居
住
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
あ
る
。『
三
国
志
』
蜀
書
一
三
・
王
平
伝
に
は

王
平
字
子
均
、
巴
西
宕
渠
人
也
。
本
養
外
家
何
氏
、
後
復
姓
王
。
隨
杜
濩
・
朴
胡
詣
洛
陽
（
→
略
陽
）、
假
校
尉
、
從
曹
公
征
漢
中
、
因

降
先
主
、
拜
牙
門
將
・
裨
將
軍
。

と
あ
る
。
王
平
が
杜
濩
・
朴
胡
に
従
っ
て
赴
い
た
「
洛
陽
」
は
、
正
し
く
は
「
略
陽
」
で
あ
ろ
う
。『
三
国
志
』
魏
書
一
・
武
帝
紀
・
建
安
ニ

十
年
の
条
に

九
月
、
巴
七
姓
夷
王
朴
胡
・
賨
邑
侯
杜
濩
舉
巴
夷
・
賨
民
來
附
、
於
是
分
巴
郡
、
以
胡
爲
巴
東
太
守
、
濩
爲
巴
西
太
守
、
皆
封
列
侯
。

と
あ
り
、『
華
陽
国
志
』
巻
二
・
漢
中
志
に
は

（
張
）
魯
既
有
漢
中
、
數
害
漢
使
。
焉
上
書
言
「
米
賊
斷
道
。」
至
劉
焉
子
璋
爲
牧
時
、
魯
益
驕
恣
。
璋
怒
、
建
安
五
年
殺
魯
母
・
弟
。
魯

率
巴
夷
杜
濩
・
朴
胡
・
袁
約
等
叛
、
爲
讎
敵
。
…
…
魯
勃
然
曰
：「
寧
爲
曹
公
作
奴
、
不
爲
劉
備
上
客
。」
遂
委
質
魏
武
。
武
帝
拜
魯
鎮
南

將
軍
、
封
襄
平
侯
。
又
封
其
五
子
、
皆
列
侯
。
時
先
主
東
取
江
州
、
巴
・
漢
稽
服
。
魏
武
以
巴
夷
王
杜
濩
・
朴
胡
・
袁
約
爲
三
巴
太
守
。

留
征
西
將
軍
夏
侯
淵
、
及
張
郃
・
益
州
刺
史
趙
顒
等
守
漢
中
。
遷
其
民
於
關
隴
。

と
あ
り
、『
華
陽
国
志
』
巻
九
・
李
特
雄
期
寿
勢
志
に
は

（
27
）

（
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）

（
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）
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李
特
、
字
玄
休
、
略
陽
臨
渭
人
也
。
祖
世
本
巴
西
宕
渠
賨
民
、
種
黨
勁
勇
、
俗
好
鬼
巫
。
漢
末
、
張
魯
居
漢
中
、
以
鬼
道
教
百
姓
、
賨
人

敬
信
；
值
天
下
大
亂
、
自
巴
西
之
宕
渠
移
入
漢
中
。
魏
武
定
漢
中
、
曾
祖
父
虎
與
杜
濩
・
朴
胡
・
袁
約
・
楊
車
・
李
黑
等
移
於
略
陽
北
土
、

復
號
曰
巴
氐
。

と
あ
り
、『
晋
書
』
載
記
二
〇
・
李
特
載
記
に
は

李
特
字
玄
休
、
巴
西
宕
渠
人
、
其
先
廩
君
之
苗
裔
也
。
…
…
漢
末
、
張
魯
居
漢
中
、
以
鬼
道
教
百
姓
、
賨
人
敬
信
巫
覡
、
多
往
奉
之
。
值

天
下
大
亂
、
自
巴
西
之
宕
渠
遷
于
漢
中
楊
車
坂
、
抄
掠
行
旅
、
百
姓
患
之
、
號
爲
楊
車
巴
。
魏
武
帝
克
漢
中
、
特
祖
將
五
百
餘
家
歸
之
、

魏
武
帝
拜
爲
將
軍
、
遷
於
略
陽
、
北
土
復
號
之
爲
巴
氐
。

と
あ
る
。
建
安
二
十
年
（
二
一
五
）、
馬
超
を
破
っ
て
関
中
を
平
定
し
た
曹
操
は
、
漢
中
の
張
魯
を
攻
め
る
。
張
魯
は
漢
中
か
ら
南
へ
逃
げ
、

し
ば
ら
く
巴
に
潜
伏
し
て
か
ら
降
伏
す
る
。
こ
の
間
、
張
魯
と
と
も
に
行
動
し
て
い
た
板
楯
蛮
の
朴
胡
・
杜
濩
ら
も
曹
操
に
降
る
。
指
導
層
と

し
て
登
場
す
る
朴
胡
・
杜
濩
・
袁
約
は
そ
れ
ぞ
れ
巴
の
太
守
を
授
け
ら
れ
た
が
、
蜀
を
得
た
劉
備
に
攻
撃
さ
れ
る
。
曹
操
は
か
れ
ら
の
集
団
を

関
中
・
隴
西
へ
移
す
こ
と
に
し
た
。
移
住
地
は
関
中
・
隴
西
の
各
地
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
杜
濩
・
朴
胡
ら
の
集
団
は
略
陽
に
住
ん
だ
。
王
平

伝
で
は
、
王
平
が
い
っ
た
ん
略
陽
へ
行
っ
た
後
で
対
劉
備
戦
に
従
軍
し
た
際
劉
備
側
へ
降
っ
た
と
い
う
の
で
、
曹
操
が
漢
中
を
完
全
に
放
棄
す

る
前
に
板
楯
蛮
の
略
陽
徙
居
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
曹
操
軍
の
戦
力
と
し
て
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
略
陽
に
移
さ
れ
た
板
楯
蛮

集
団
の
中
か
ら
、
西
晋
末
の
永
嘉
の
乱
に
お
い
て
五
胡
十
六
国
の
成
漢
を
建
て
る
李
氏
が
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
く
。

　

王
平
が
街
亭
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
略
陽
付
近
に
居
住
し
て
い
た
板
楯
蛮
（「
巴
氐
」
と
呼
ば
れ
た
）
を
取
り
込
む
た
め
で
あ
ろ
う
。
王
平

に
と
っ
て
は
出
身
元
の
集
団
で
あ
る
。
陳
寿
の
父
も
巴
西
の
有
力
氏
族
と
し
て
同
様
の
任
務
を
帯
び
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
目
論
見
は
成

功
し
な
か
っ
た
。『
三
国
志
』
蜀
書
一
三
・
王
平
伝
に

建
興
六
年
、
屬
參
軍
馬
謖
先
鋒
。
謖
舍
水
上
山
、
舉
措
煩
擾
、
平
連
規
諫
謖
、
謖
不
能
用
、
大
敗
於
街
亭
。
衆
盡
星
散
、
惟
平
所
領
千
人
、

鳴
鼓
自
持
、
魏
將
張
郃
疑
其
伏
兵
、
不
往
偪
也
。
於
是
平
徐
徐
收
合
諸
營
遺
迸
、
率
將
士
而
還
。
丞
相
亮
既
誅
馬
謖
及
將
軍
張
休
・
李
盛
、

（
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奪
將
軍
黃
襲
等
兵
、
平
特
見
崇
顯
、
加
拜
參
軍
、
統
五
部
兼
當
營
事
、
進
位
討
寇
將
軍
、
封
亭
侯
。

と
あ
る
。
水
を
断
た
れ
る
恐
れ
を
顧
み
ず
、
馬
謖
は
南
山
を
拠
点
と
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
。
馬
謖
の
様
子
は
「
舉
措
煩
擾
」
で
あ
っ
た
と
い

い
、『
華
陽
国
志
』
巻
七
・
劉
後
主
志
・
建
興
六
年
の
条
で
も
「
舉
動
失
宜
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
っ
か
り
取
り
乱
し
て
、
王
平
が
献
策
し

て
も
聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
な
ぜ
馬
謖
は
こ
こ
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
進
軍
し
て
き
た
相
手

が
張
郃
だ
っ
た
こ
と
に
因
る
。『
三
国
志
』
蜀
書
一
三
・
黄
権
伝
に

黃
權
字
公
衡
、
巴
西
閬
中
人
也
。
…
…
及
曹
公
破
張
魯
、
魯
走
入
巴
中
、
權
進
曰
：「
若
失
漢
中
、
則
三
巴
不
振
、
此
爲
割
蜀
之
股
臂
也
。」

於
是
先
主
以
權
爲
護
軍
、
率
諸
將
迎
魯
。
魯
已
還
南
鄭
、
北
降
曹
公
、
然
卒
破
杜
濩
・
朴
胡
、
殺
夏
侯
淵
、
據
漢
中
、
皆
權
本
謀
也
。

と
あ
り
、『
三
国
志
』
蜀
書
二
・
先
主
伝
・
建
安
二
十
年
の
条
に

是
歲
、
曹
公
定
漢
中
、
張
魯
遁
走
巴
西
。
…
…
遣
黃
權
將
兵
迎
張
魯
、
張
魯
已
降
曹
公
。
曹
公
使
夏
侯
淵
・
張
郃
屯
漢
中
、
數
數
犯
暴
巴

界
。
先
主
令
張
飛
進
兵
宕
渠
、
與
郃
等
戰
於
瓦
口
、
破
郃
等
、
郃
收
兵
還
南
鄭
。
先
主
亦
還
成
都
。

と
あ
り
、『
三
国
志
』
蜀
書
六
・
張
飛
伝
に

益
州
既
平
、
…
…
以
飛
領
巴
西
太
守
。
曹
公
破
張
魯
、
留
夏
侯
淵
・
張
郃
守
漢
川
。
郃
別
督
諸
軍
下
巴
西
、
欲
徙
其
民
於
漢
中
、
進
軍
宕

渠
・
蒙
頭
・
盪
石
、
與
飛
相
拒
五
十
餘
日
。
飛
率
精
卒
萬
餘
人
、
從
他
道
邀
郃
軍
交
戰
、
山
道
迮
狹
、
前
後
不
得
相
救
、
飛
遂
破
郃
。
郃

棄
馬
緣
山
、
獨
與
麾
下
十
餘
人
從
間
道
退
、
引
軍
還
南
鄭
、
巴
土
獲
安
。

と
あ
り
、『
三
国
志
』
魏
書
一
七
・
張
郃
伝
に

至
陽
平
、
魯
降
、
太
祖
還
、
留
郃
與
夏
侯
淵
等
守
漢
中
、
拒
劉
備
。
郃
別
督
諸
軍
、
降
巴
東
・
巴
西
二
郡
、
徙
其
民
於
漢
中
。
進
軍
宕
渠
、

爲
備
將
張
飛
所
拒
、
引
還
南
鄭
。

と
あ
る
。
曹
操
に
降
っ
た
朴
胡
・
杜
濩
・
袁
約
ら
が
劉
備
に
攻
撃
さ
れ
た
際
、
彼
ら
を
収
容
し
つ
つ
劉
備
側
の
巴
西
太
守
張
飛
と
戦
っ
た
の
が

他
な
ら
ぬ
張
郃
で
あ
っ
た
。
略
陽
の
巴
氐
に
と
っ
て
張
郃
は
か
つ
て
の
庇
護
者
で
あ
り
、
王
平
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。
諸
葛
亮
が
馬
謖
に
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王
平
を
つ
け
た
よ
う
に
、
魏
の
明
帝
・
曹
叡
が
張
郃
を
こ
の
地
へ
派
遣
し
た
の
も
同
様
の
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
次
「
北
伐
」
の
間
、
略
陽
巴
氐
の
動
向
は
掴
め
な
い
。
恐
ら
く
、
蜀
漢
に
な
び
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
王
平
も
蜀
漢

に
降
っ
て
か
ら
こ
の
時
ま
で
さ
し
た
る
功
績
を
も
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
張
郃
を
迎
え
撃
つ
に
あ
た
り
、
馬
謖
は
王
平
ら
が
敵
に
呼
応
す
る

の
で
は
と
疑
う
の
も
無
理
は
な
い
。
迫
る
の
は
百
戦
錬
磨
の
相
手
、
馬
謖
は
守
り
に
徹
す
る
道
を
選
ん
だ
。『
晋
書
』
紀
一
・
宣
帝
紀
・
太
和

五
年
の
条
に

進
次
漢
陽
、
與
亮
相
遇
、
帝
列
陣
以
待
之
。
使
將
牛
金
輕
騎
餌
之
、
兵
才
接
而
亮
退
、
追
至
祁
山
。
亮
屯
鹵
城
、
據
南
北
二
山
、
斷
水
爲

重
圍
。
帝
攻
拔
其
圍
、
亮
宵
遁
、
追
擊
破
之
、
俘
斬
萬
計
。

と
あ
る
。
街
亭
の
戦
い
か
ら
三
年
後
、
再
び
祁
山
か
ら
天
水
へ
と
侵
攻
し
た
諸
葛
亮
だ
っ
た
が
、
司
馬
懿
に
よ
っ
て
追
い
詰
め
ら
れ
、
鹵
城
の

「
南
北
二
山
」
に
拠
っ
て
防
ご
う
と
し
た
も
の
の
、
同
じ
よ
う
に
包
囲
に
遭
っ
て
水
を
断
た
れ
敗
走
し
た
の
だ
と
い
う
。
馬
謖
が
街
亭
で
取
っ

た
判
断
そ
れ
自
体
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
悪
手
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
三
国
志
』
魏
書
九
・
曹
真
伝
に

安
定
民
楊
條
等
略
吏
民
保
月
支
城
、
真
進
軍
圍
之
。
條
謂
其
衆
曰
：「
大
將
軍
自
來
、
吾
願
早
降
耳
。」
遂
自
縛
出
。
三
郡
皆
平
。

と
あ
り
、『
三
国
志
』
魏
書
二
七
・
徐
邈
伝
に

明
帝
以
涼
州
絕
遠
、
南
接
蜀
寇
、
以
邈
爲
涼
州
刺
史
・
使
持
節
領
護
羌
校
尉
。
至
、
值
諸
葛
亮
出
祁
山
、
隴
右
三
郡
反
、
邈
輒
遣
參
軍
及

金
城
太
守
等
擊
南
安
賊
、
破
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
蜀
漢
撤
退
後
も
、
安
定
の
人
楊
條
が
反
抗
を
続
け
、
南
安
郡
に
も
反
魏
勢
力
が
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
す
ぐ
に
鎮
圧
さ
れ

た
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
街
亭
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
略
陽
県
の
周
辺
は
、
武
都
郡
の
「
民
・
氐
」、
降
伏
し
た
興
国
氐
勢
力
の
残
存
、「
巴
氐
」

と
呼
ば
れ
た
板
楯
蛮
な
ど
様
々
な
集
団
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
当
然
、
漢
末
以
前
か
ら
居
住
し
て
い
た
郡
県
の
「
民
」
や
「
夷
」
も
い
る
は
ず



並木淳哉　　曹魏の関隴領有と諸葛亮の第一次「北伐」73

で
あ
り
、
か
れ
ら
と
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
た
ま
た
ま
略
陽
の
地
が
史
料
上
で
重
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
板
楯
蛮
は
関
隴
の
各
地
に
住
ん
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
周
辺
の
地
域
も

大
な
り
小
な
り
似
た
傾
向
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
対
蜀
前
線
と
な
っ
た
政
治
的
宿
命
と
も
言
え
る
。
い
っ
ぽ
う
蜀
漢
側
か
ら
見
て
み
る

と
、「
北
伐
」の
現
実
的
な
達
成
手
段
と
し
て
、関
隴
に
点
在
す
る
諸
集
団
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
引
き
入
れ
る
狙
い
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

馬
謖
・
王
平
の
街
亭
派
遣
は
か
え
っ
て
張
郃
が
武
名
を
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。
馬
遵
が
天
水
四
姓
の
姜
維
ら
へ
向
け
た
不
信
で
は
じ
ま
っ
た

第
一
次
「
北
伐
」
は
、
馬
謖
が
板
楯
蛮
の
王
平
へ
向
け
た
不
信
に
よ
っ
て
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
三
国
志
』
蜀
書
十
三
・
呂
凱
伝
に

時
雍
闓
等
聞
先
主
薨
於
永
安
、
驕
黠
滋
甚
。
都
護
李
嚴
與
闓
書
六
紙
、
解
喻
利
害
、
闓
但
答
一
紙
曰
：「
蓋
聞
天
無
二
日
、
土
無
二
王
、

今
天
下
鼎
立
、
正
朔
有
三
、
是
以
遠
人
惶
惑
、
不
知
所
歸
也
。」
其
桀
慢
如
此
。

と
あ
る
。
南
中
で
蜀
漢
に
反
旗
を
翻
し
た
雍
闓
が
、
蜀
漢
の
李
厳
に
対
し
て
送
っ
た
文
章
で
あ
る
。
地
上
に
二
王
の
あ
る
は
ず
が
な
い
の
に
三

国
の
分
立
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、遠
隔
の
民
は
い
ず
れ
に
従
え
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
―
―
も
と
よ
り
嘯
い
た
主
張
で
は
あ
る
が
、

中
原
か
ら
離
れ
た
地
で
自
立
的
な
力
を
も
っ
た
軍
閥
や
著
姓
た
ち
の
本
音
を
投
影
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
か
に
従
う
と
は
限
ら

な
い
、
と
い
う
選
択
肢
ま
で
含
め
て
。

　

と
く
に
、
長
安
以
西
は
後
漢
代
、
繰
り
返
し
放
棄
論
が
唱
え
ら
れ
た
地
で
あ
る
。
官
渡
の
戦
い
の
こ
ろ
、
楊
阜
は
涼
州
牧
・
韋
端
の
従
事
の

身
で
曹
操
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
帰
還
す
る
と
関
西
の
諸
将
か
ら
曹
操
対
袁
紹
の
戦
い
が
ど
う
な
る
か
尋
ね
ら
れ
た
と
い
う
。
同
時
期
で

（
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あ
ろ
う
が
、
軍
閥
の
ひ
と
り
楊
秋
も
孔
桂
を
派
遣
し
て
曹
操
と
交
渉
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、『
三
国
志
』
魏
書
二
五
・
王
朗
伝
附
王
粛
伝
の

注
に
引
く
『
魏
略
』
儒
宗
伝
に
は

薛
夏
字
宣
聲
、
天
水
人
也
。
博
學
有
才
。
天
水
舊
有
姜
・
閻
・
任
・
趙
四
姓
、
常
推
於
郡
中
、
而
夏
爲
單
家
、
不
爲
降
屈
。
四
姓
欲
共
治

之
、
夏
乃
游
逸
、
東
詣
京
師
。
太
祖
宿
聞
其
名
、
甚
禮
遇
之
。
後
四
姓
又
使
囚
遙
引
夏
、
關
移
潁
川
、
收
捕
繫
獄
。
時
太
祖
已
在
冀
州
、

聞
夏
爲
本
郡
所
質
、
撫
掌
曰
：「
夏
無
罪
也
。
漢
陽
兒
輩
直
欲
殺
之
耳
！
」
乃
告
潁
川
使
理
出
之
、
召
署
軍
謀
掾
。

と
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
も
引
い
た
天
水
四
姓
の
出
典
、
そ
の
前
後
を
含
む
文
で
あ
る
。
単
家
の
出
で
あ
る
薛
夏
は
四
姓
に
遜
ら
な
か
っ
た

た
め
そ
の
身
を
狙
わ
れ
る
が
、
当
時
の
都
で
あ
っ
た
許
に
上
り
、
曹
操
か
ら
知
遇
を
得
る
。
と
こ
ろ
が
四
姓
は
許
の
あ
る
潁
川
郡
に
手
を
回
し

て
、
薛
夏
を
投
獄
さ
せ
て
し
ま
う
（
曹
操
の
取
り
計
ら
い
で
薛
夏
は
助
か
る
）。
曹
操
が
河
北
を
手
に
入
れ
た
後
と
い
う
以
外
い
つ
の
こ
と
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
水
四
姓
が
遥
か
遠
く
許
都
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
関
中
・
隴
西
の
諸
勢
力
は
、
中

原
の
争
い
か
ら
離
れ
た
地
で
自
立
す
る
い
っ
ぽ
う
、
天
下
の
行
く
末
を
注
意
深
く
見
守
り
、
次
代
に
向
け
た
身
の
振
り
方
を
は
か
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
彼
ら
は
中
原
勢
力
で
あ
る
曹
操
政
権
と
の
接
触
に
至
り
、
あ
る
者
は
徹
底
的
に
対
決
し
、
あ
る
者
は
平
和
裏
に
漸
次
吸
収
さ
れ
て
い

く
。
そ
の
過
程
で
板
楯
蛮
と
い
っ
た
外
部
集
団
の
徙
民
も
あ
り
、
関
隴
の
地
は
い
っ
そ
う
モ
ザ
イ
ク
状
に
錯
綜
し
て
い
っ
た
。

　

馬
超
が
韋
康
を
攻
め
殺
し
た
際
、
一
度
は
曹
操
に
つ
い
た
周
囲
の
郡
県
は
雪
崩
を
う
っ
て
馬
超
に
つ
い
た
。
オ
セ
ロ
の
石
が
一
斉
に
ひ
っ
く

り
返
る
か
の
よ
う
な
様
は
、
郡
県
を
支
え
る
著
姓
や
各
郡
の
領
域
内
に
潜
む
諸
集
団
の
存
在
が
、
強
い
自
立
的
傾
向
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
。
寝
耳
に
水
と
さ
れ
た
蜀
漢
軍
来
襲
を
受
け
た
「
三
郡
叛
魏
」
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
か
つ
て
韋
氏
政
権
を
支
え
た
天
水
の
有

力
者
た
ち
は
、
馬
超
に
断
固
と
反
抗
し
、
曹
操
政
権
へ
の
支
持
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
反
馬
超
行
動
は
あ
く
ま
で
か
れ
ら
の

主
体
的
な
選
択
に
基
づ
く
行
動
な
の
で
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
独
力
で
馬
超
を
追
い
落
と
し
曹
操
軍
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
時
勢
の
判
断
に
よ
っ
て
い

つ
で
も
変
わ
り
う
る
、
不
確
か
な
親
曹
操
・
親
魏
の
姿
勢
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
天
水
太
守
の
馬
遵
は
そ
う
考
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
姜
維

ら
へ
の
不
信
を
露
わ
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
諸
葛
亮
の
「
北
伐
」
を
受
け
て
、
魏
王
朝
の
関
隴
支
配
が
な
お
脆
弱
な
も
の
に
過
ぎ
な
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い
と
露
呈
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

曹
魏
政
権
側
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
武
都
の
徙
郡
や
興
国
氐
の
降
伏
時
に
あ
っ
て
、
政
権
へ
の
従
順
さ
に
よ
っ
て
峻
別

し
、
待
遇
に
差
を
つ
け
る
と
い
っ
た
形
で
集
団
の
分
断
支
配
を
目
論
ん
で
い
た
。
あ
る
い
は
、
保
持
さ
れ
て
い
た
既
存
集
団
の
力
を
、
政
権
へ

の
背
信
を
理
由
し
て
削
い
で
い
く
こ
と
も
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。天
水
と
南
安
で
は
、諸
葛
亮
に
呼
応
し
た
者
は
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
関
中
・
隴
西
の
事
例
で
は
な
い
が
、
第
一
次
「
北
伐
」
の
戦
後
処
理
過
程
で
解
体
さ
れ
た
有
力
な
在
地
勢
力
が
あ
る
。
後
漢
末
以
来
、
流

民
を
率
い
て
上
庸
郡
一
帯
に
割
拠
し
て
い
た
申
耽
・
申
儀
兄
弟
の
勢
力
で
あ
る
。
申
耽
は
は
じ
め
張
魯
に
従
っ
て
い
た
が
、
張
魯
と
と
も
に
曹

操
へ
降
る
。
し
か
し
曹
操
・
劉
備
の
漢
中
争
奪
戦
の
余
波
を
受
け
て
劉
備
の
将
・
孟
達
ら
に
攻
め
ら
れ
、
劉
備
側
に
つ
く
。
荊
州
を
守
備
し
て

い
た
関
羽
の
敗
北
に
伴
い
、
申
氏
は
孟
達
と
と
も
に
再
び
魏
へ
つ
く
が
、
こ
の
と
き
申
耽
は
南
陽
郡
に
移
さ
れ
た
。
弟
の
申
儀
は
引
き
続
き
郡

に
あ
っ
た
が
、
今
度
は
孟
達
が
第
一
次
「
北
伐
」
に
先
ん
じ
て
蜀
漢
へ
の
復
帰
を
計
画
す
る
。
申
儀
は
同
調
し
な
か
っ
た
が
、
孟
達
を
倒
し
た

司
馬
懿
に
よ
っ
て
か
れ
も
上
庸
の
地
を
離
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

魏
の
地
方
行
政
は
、
こ
の
よ
う
に
流
動
化
す
る
社
会
と
政
権
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
を
包
摂
し
な
が
ら
試
み
ら
れ
た
。
都
督
府
は
政
権
と
地
域
社

会
と
を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
展
開
し
、
関
隴
で
は
、
対
蜀
戦
争
を
指
揮
す
る
曹
真
・
司
馬
懿
と
い
っ
た
都
督
が
存
在
感
を
示
し
て
い
く
。
諸
葛
亮

の
「
北
伐
」
の
時
代
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
魏
が
関
隴
領
有
を
次
第
に
確
立
し
て
い
く
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
1
）　

宮
﨑
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
―
―
科
挙
前
史
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
年
。
の
ち
『
宮
﨑
市
定
全
集
六　

九
品
官
人
法
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
二
年
））

（
2
）　

増
淵
龍
夫
「
所
謂
東
洋
的
専
制
主
義
と
共
同
体
」（『
一
橋
論
叢
』
四
七
―
三
、一
九
六
二
年
。
の
ち
『
新
版　

中
国
古
代
の
社
会
と
国
家
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
）
に
収
録
）。
東
晋
次
「
後
漢
時
代
の
選
挙
と
地
方
社
会
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
六
―
二
、一
九
八
七
年
。
の
ち
『
後
漢
時
代
の
政
治
と
社
会
』

（
32
）

（
33
）
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（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
に
改
題
収
録
）
な
ど
。

（
3
）　
『
三
国
志
』
蜀
書
一
四
・
姜
維
伝
よ
り
。

（
4
）　

梁
氏
は
こ
こ
で
同
時
に
二
名
が
見
え
、『
曹
真
残
碑
』
碑
陰
に
列
挙
さ
れ
た
「
州
民
」
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。『
曹
真
残
碑
』
に
つ
い
て
は
、津
田
資
久
「「
曹

真
残
碑
」
考
釈
」（『
國
士
舘
東
洋
史
學
』
一
、二
〇
〇
六
年
）、森
本
淳
「
曹
魏
政
権
下
の
「
雍
州
」」（『
三
国
軍
制
と
長
沙
呉
簡
』
汲
古
書
院
、二
〇
一
二
年
。

原
題
「
後
漢
末
的
東
部
涼
州
」（
二
〇
〇
七
年
））、
尹
氏
に
は
の
ち
に
触
れ
る
尹
奉
が
お
り
、
ま
た
前
秦
に
お
け
る
天
水
尹
氏
に
つ
い
て
は
藤
井
秀
樹
「
前

秦
政
権
と
天
水
尹
氏
」（『
古
代
文
化
』
五
三
―
五
、二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。
上
邽
県
の
上
官
氏
は
前
漢
に
武
帝
の
側
近
・
上
官
桀
を
輩
出
し
て
い
る
。

　
　

表　
『
曹
真
残
碑
』
碑
陰
所
載
「
州
民
」
の
本
籍
分
布

郡

姓
【
人
数
】

京
兆

張
【
1
】、
韓
【
1
】、
趙
【
2
】、
郭
【
2
】、
宗
【
1
】、
韋
【
1
】、
尹
【
1
】、
鄔
【
1
】、
蕭
【
1
】

馮
翊

山
【
1
】、
李
【
2
】、
王
【
1
】、（
不
明
）【
1
】

扶
風

竺
【
1
】、
馬
【
2
】、
韋
【
1
】、
士
孫
【
2
】、
姜
【
1
】

北
地

梁
【
1
】、
謝
【
1
】、
傅
【
3
】、

【
1
】

安
定

皇
甫
【
5
】、
梁
【
1
】、
王
【
1
】、
胡
【
3
】、
郭
【
2
】、
楊
【
1
】、
梁
【
1
】、（
不
明
）【
3
】

天
水

席
【
1
】、
姜
【
1
】、
趙
【
1
】、
尹
【
1
】、
古
成
【
1
】、
梁
【
1
】、
孫
【
1
】

南
安

龐
【
1
】

隴
西

彭
【
1
】、
李
【
1
】、
辛
【
1
】

（
不
明
）

（
不
明
）【
2
】

（
5
）　

同
諸
葛
亮
伝
の
注
に
引
か
れ
た
『
諸
葛
亮
集
』。

（
6
）　

都
督
制
に
つ
い
て
は
、
越
智
重
明
「
晋
代
の
都
督
」（『
東
方
学
』
一
五
、一
九
五
八
年
）、「
魏
晋
時
代
の
四
征
将
軍
と
都
督
」（『
史
淵
』
一
一
七
、

一
九
八
〇
年
）、小
尾
孟
夫
『
六
朝
都
督
制
の
研
究
』（
渓
水
社
、二
〇
〇
六
年
）、石
井
仁
「
参
軍
事
考
―
―
六
朝
軍
府
僚
属
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
化
』

五
一
―
三
・
四
、一
九
八
八
年
）、「
都
督
考
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
一
―
三
、一
九
九
二
年
）、「
漢
末
州
牧
考
」（『
秋
大
史
学
』
三
八
、一
九
九
二
年
）、「
六

朝
都
督
制
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
駒
沢
史
学
』
六
六
、二
〇
〇
五
年
）、「「
地
方
分
権
化
」
と
都
督
制
」（『
三
国
志
研
究
』
四
、二
〇
〇
九
年
）、「
参
軍
事

の
研
究
」（『
三
国
志
研
究
』
一
〇
、二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
。
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（
7
）　

南
安
郡
は
黄
巾
の
乱
後
の
中
平
五
年
（
一
八
八
）、
漢
陽
郡
を
分
け
て
置
か
れ
た
（『
続
漢
書
』
郡
国
志
五
・
涼
州
に
引
か
れ
る
『
秦
州
記
』）。

（
8
）　

森
本
淳
「
後
漢
末
の
涼
州
の
動
向
」（『
中
央
大
学
ア
ジ
ア
史
研
究
』
三
二
、二
〇
〇
八
年
）、
お
よ
び
前
掲
「
曹
魏
政
権
下
の
「
雍
州
」」。

（
9
）　

前
掲
「
曹
魏
政
権
下
の
「
雍
州
」」。

（
10
）　

前
掲
「
曹
魏
政
権
下
の
「
雍
州
」」。

（
11
）　
『
後
漢
書
』
列
伝
六
二
・
董
卓
伝
に

　
　
　

乃
使
東
中
郎
將
董
越
屯
黽
池
、
中
郎
將
段
煨
屯
華
陰
、
中
郎
將
牛
輔
屯
安
邑
、
其
餘
中
郎
將
、
校
尉
布
在
諸
縣
、
以
禦
山
東
。

　
　

と
あ
る
。

（
12
）　

石
井
仁
「
黒
山
・
白
波
考
―
―
後
漢
末
の
村
塢
と
公
権
力
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
九
、二
〇
〇
三
年
）。

（
13
）　
『
後
漢
書
』
紀
九
・
献
帝
紀
・
建
安
十
三
年
の
条
に

　
　
　

�

夏
六
月
、
罷
三
公
官
、
置
丞
相
・
御
史
大
夫
。
癸
巳
、
曹
操
自
爲
丞
相
。
秋
七
月
、
曹
操
南
征
劉
表
。
八
月
丁
未
、
光
祿
勳
郗
慮
爲
御
史
大
夫
。
壬
子
、

曹
操
殺
太
中
大
夫
孔
融
、
夷
其
族
。

　
　

と
あ
る
。

（
14
）　
『
後
漢
書
』
列
伝
一
六
・
韋
彪
伝
附
韋
義
伝
。

（
15
）　

李
通
の
子
孫
は
『
三
国
志
』
魏
書
一
八
・
李
通
伝
の
注
に
引
か
れ
た
王
隠
『
晋
書
』
や
『
晋
諸
公
賛
』、お
よ
び
『
晋
書
』
列
伝
十
六
・
李
重
伝
に
み
え
る
。

李
通
の
曾
孫
に
あ
た
る
李
重
は
西
晋
代
に
清
望
が
あ
り
、
九
品
官
人
法
に
関
す
る
議
論
が
の
こ
っ
て
い
る
。

（
16
）　

曾
孫
の
張
林
は
八
王
の
乱
に
あ
っ
て
趙
王
司
馬
倫
の
腹
心
の
ひ
と
り
と
し
て
活
動
し
た
。『
三
国
志
』
魏
書
八
・
張
燕
伝
の
注
に
引
く
陸
機
『
晋
恵
帝
起

居
注
』、『
晋
書
』
列
伝
二
九
・
趙
王
倫
伝
な
ど
。

（
17
）　
『
三
国
志
』
蜀
書
六
・
馬
超
伝
の
注
に
引
く
『
典
略
』
に

　
　
　

�

建
安
十
六
年
、
超
與
關
中
諸
將
侯
選
・
程
銀
・
李
堪
・
張
橫
・
梁
興
・
成
宜
・
馬
玩
・
楊
秋
・
韓
遂
等
、
凡
十
部
、
俱
反
、
其
衆
十
萬
、
同
據
河
・
潼
、

建
列
營
陳
。
是
歲
、
曹
公
西
征
、
與
超
等
戰
於
河
・
渭
之
交
、
超
等
敗
走
。
超
至
安
定
、
遂
奔
涼
州
。
詔
收
滅
超
家
屬
。
超
復
敗
於
隴
上
。

　
　

と
あ
る
。

（
18
）　

趙
氏
は
四
姓
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
尹
氏
は
姜
維
と
と
も
に
諸
葛
亮
へ
降
っ
た
尹
賞
が
い
る
。

（
19
）　

前
掲
津
田
「「
曹
真
残
碑
」
考
釈
」
や
石
井
仁
「
六
朝
時
代
に
お
け
る
関
中
の
村
塢
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
史
学
』
七
四
、二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。
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（
20
）　
『
三
国
志
』
魏
書
一
・
武
帝
紀
・
建
安
二
十
年
の
条
、
同
魏
書
一
七
・
張
郃
伝
、
同
魏
書
一
七
・
徐
晃
伝
な
ど
。

（
21
）　
『
三
国
志
』
魏
書
二
・
文
帝
紀
・
延
康
元
年
の
条
に
は

　
　
　

武
都
氐
王
楊
僕
率
種
人
內
附
、
居
漢
陽
郡
。

　
　

と
あ
る
。

（
22
）　

韋
誕
が
侍
中
に
遷
っ
た
あ
と
の
武
都
郡
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
魏
が
蜀
漢
を
平
定
し
た
の
ち
も
と
の
地
へ
戻
っ
た
と
あ
る
が
、『
晋
書
』
列
伝
二
七
・

江
統
伝
に
あ
る
か
れ
の
『
徙
戎
論
』
に
は

　
　
　

�

魏
武
皇
帝
令
將
軍
夏
侯
妙
才
討
叛
氐
阿
貴
・
千
萬
等
、
後
因
拔
棄
漢
中
、
遂
徙
武
都
之
種
於
秦
川
、
欲
以
弱
寇
強
國
、
扞
禦
蜀
虜
。
…
…
徙
扶
風
・
始
平
・

京
兆
之
氐
、
出
還
隴
右
、
著
陰
平
・
武
都
之
界
。

　
　

と
あ
り
、
西
晋
代
に
も
残
存
の
武
都
氐
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
23
）　
『
三
国
志
』
魏
書
一
七
・
張
郃
伝
。

（
24
）　
『
太
平
寰
宇
記
』
巻
三
一
・
関
西
道
七
・
燿
州
・
雲
陽
県
で
は
、「
魏
志
曰
」
に
続
け
て

　
　
　

司
馬
宣
王
撫
慰
關
中
、
罷
縣
、
置
撫
夷
護
軍
。
及
趙
王
倫
鎮
長
安
、
復
罷
護
軍
。
後
氐
羌
反
、
又
立
護
軍
、
劉
・
石
・
苻
・
姚
因
之
。

　
　

と
あ
り
、
一
旦
廃
止
さ
れ
た
護
軍
の
復
置
を
足
し
て
い
る
。

（
25
）　

こ
こ
に
塢
と
し
て
の
備
え
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

（
26　
『
三
国
志
』
蜀
書
一
〇
・
李
厳
伝
の
注
に
引
く
『
亮
公
文
上
尚
書
』
に

　
　
　

�

輒
與
行
中
軍
師
車
騎
將
軍
都
鄉
侯
臣
劉
琰
、
使
持
節
前
軍
師
征
西
大
將
軍
領
涼
州
刺
史
南
鄭
侯
臣
魏
延
・
前
將
軍
都
亭
侯
臣
袁
綝
・
左
將
軍
領
荊
州
刺

史
高
陽
鄉
侯
臣
吳
壹
・
督
前
部
右
將
軍
玄
鄉
侯
臣
高
翔
…
…

　
　

と
あ
る
。
こ
れ
は
李
厳
が
不
祥
事
を
起
こ
し
弾
劾
さ
れ
た
（
二
三
一
、
建
興
九
年
）
際
の
文
章
で
あ
る
。
劉
備
か
ら
諸
葛
亮
と
並
ん
で
後
事
を
託
さ
れ
て

い
た
。「
北
伐
」
軍
の
陣
容
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
だ
が
、
高
翔
は
こ
こ
に
劉
琰
・
魏
延
・
袁
綝
・
呉
懿
と
並
ん
で
、
諸
葛
亮
を
除
い
た
五
番
目
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
街
亭
の
戦
い
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、彼
は
馬
謖
と
異
な
り
、街
亭
戦
後
に
失
脚
し
た
様
子
が
な
い
。
趙
一
清
『
三
国
志
注
補
』
で
は
、

馬
謖
死
罪
の
理
由
と
し
て
、
馬
謖
が
戦
後
に
逃
亡
し
た
た
め
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
27
）　

上
田
早
苗
「
巴
蜀
の
豪
族
と
国
家
権
力
―
―
陳
寿
と
そ
の
祖
先
た
ち
を
中
心
に
」（『
東
洋
史
研
究
』
二
五
―
四
、一
九
六
七
年
）、
狩
野
直
禎
『
後
漢
政

治
史
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
を
参
照
。
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（
28
）　�

王
平
と
の
関
連
は
不
明
だ
が
、『
隷
釈
』
巻
五
に
収
録
さ
れ
た
「
巴
郡
太
守
張
納
碑
」
碑
陰
で
は
「
决
曹
史
宕
渠
王
安
」「
左
金
曹
史
宕
渠
王
裦
」
と
、

二
人
の
宕
渠
県
王
氏
を
確
認
で
き
る
。

（
29
）　

任
乃
強
『
華
陽
国
志
校
補
図
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
）。「
及
」
の
字
に
よ
っ
て
裨
将
軍
・
巴
西
が
王
平
以
外
の
三
人
に
も
か
か
っ
て
い
る

可
能
性
で
あ
る
。
た
し
か
に
、『
隷
釈
』
巻
五
に
収
録
さ
れ
た
「
巴
郡
太
守
張
納
碑
」
碑
陰
に
は
宕
渠
李
氏
・
充
国
李
氏
・
閬
中
張
氏
・
閬
中
黄
氏
ら
が
み

え
る
。
成
漢
李
氏
は
元
来
が
宕
渠
県
の
人
と
い
い
、
閬
中
黄
氏
か
ら
は
蜀
漢
の
黄
権
が
出
て
い
る
。

　
　

ま
た
例
え
ば
、『
華
陽
国
志
』
巻
七
・
劉
後
主
志
の
延
煕
九
年
の
条
に

　
　
　

其
朝
臣
：
尚
書
巴
西
司
學
・
義
陽
胡
博
、
僕
射
巴
西
姚
伷
、
侍
中
汝
南
陳
祗
、
並
讚
事
業
。

　
　

と
あ
る
「
義
陽
胡
博
」
は
胡
済
の
弟
で
尚
書
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
尚
書
が
「
尚
書
巴
西
司
學
」
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
（
劉
琳
『
華
陽
国
志
新

校
注
』（
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
で
劉
琳
氏
は
司
学
を
尚
書
と
な
っ
た
巴
西
の
人
・
馬
斉
の
誤
り
と
す
る
）。

　
　

し
か
し
、『
華
陽
国
志
』
巻
六
・
公
孫
述
劉
二
牧
志
に

　
　
　

璋
復
遣
護
軍
南
陽
李
嚴
・
江
夏
費
觀
等
督
綿
竹
軍
。

　
　

と
あ
る
費
観
は
、『
三
国
志
』
蜀
書
一
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
を
見
る
と

　
　
　

觀
建
安
十
八
年
參
李
嚴
軍
、
拒
先
主
於
緜
竹
、
與
嚴
俱
降
…
…

　
　

と
あ
り
、
護
軍
で
な
く
李
厳
の
参
軍
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。「
及
」
を
も
っ
て
か
れ
ら
を
巴
西
の
人
と
断
定
す
る
の
は
難
し
い
。

（
30
）　

前
出
『
華
陽
国
志
』
漢
中
志
の
ほ
か
、『
太
平
御
覧
』
巻
一
一
三
・
偏
覇
部
七
・
蜀
李
特
に
引
く
『
十
六
国
春
秋
』
蜀
録
に
も

　
　
　

�

其
後
繁
昌
、
分
爲
數
十
姓
。
及
魏
武
克
漢
中
、
特
祖
父
虎
歸
魏
、
魏
武
嘉
之
、
遷
略
陽
、
拜
虎
等
爲
將
軍
。
內
徙
者
亦
萬
餘
家
、
散
居
隴
右
諸
郡
及
三
輔
・

泓
農
。
所
在
號
爲
巴
人
。

　
　

と
あ
る
。

（
31
）　

前
掲
森
本
「
曹
魏
政
権
下
の
「
雍
州
」」。
ま
た
森
本
氏
は
、後
漢
末
の
涼
州
に
つ
い
て
「
自
主
自
衛
」
の
意
識
が
高
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
「
後

漢
末
の
涼
州
の
動
向
」）。

（
32
）　
『
三
国
志
』
魏
書
一
五
・
張
既
伝
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
游
楚
伝
で
は

　
　
　

南
安
・
天
水
皆
坐
應
亮
破
滅
、
兩
郡
守
各
獲
重
刑
…
…

　
　

と
す
る
。
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（
33
）　
『
三
国
志
』
蜀
書
一
〇
・
劉
封
伝
に
は

　
　
　

�

建
安
二
十
四
年
、
命
（
孟
）
達
從
秭
歸
北
攻
房
陵
、
房
陵
太
守
蒯
祺
爲
達
兵
所
害
。
達
將
進
攻
上
庸
、
先
主
陰
恐
達
難
獨
任
、
乃
遣
封
自
漢
中
乘
沔
水

下
統
達
軍
、
與
達
會
上
庸
。
上
庸
太
守
申
耽
舉
衆
降
、
遣
妻
子
及
宗
族
詣
成
都
。
先
主
加
耽
征
北
將
軍
、
領
上
庸
太
守
員
鄉
侯
如
故
、
以
耽
弟
儀
爲
建

信
將
軍
・
西
城
太
守
、
遷
封
爲
副
軍
將
軍
。
…
…
申
儀
叛
封
、
封
破
走
還
成
都
。
申
耽
降
魏
、
魏
假
耽
懷
集
將
軍
、
徙
居
南
陽
、
儀
魏
興
太
守
、
封
員

鄉
侯
、
屯
洵
口
。

　
　

と
あ
り
、
同
伝
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
に
は

　
　
　

�

申
儀
兄
名
耽
、
字
義
舉
。
初
在
西
平
・
上
庸
間
聚
衆
數
千
家
、
後
與
張
魯
通
、
又
遣
使
詣
曹
公
、
曹
公
加
其
號
爲
將
軍
、
因
使
領
上
庸
都
尉
。
至
建
安
末
、

爲
蜀
所
攻
、
以
其
郡
西
屬
。
黃
初
中
、
儀
復
來
還
、
詔
即
以
兄
故
號
加
儀
、
因
拜
魏
興
太
守
、
封
列
侯
。
太
和
中
、
儀
與
孟
達
不
和
、
數
上
言
達
有
貳

心
於
蜀
、
及
達
反
、
儀
絕
蜀
道
、
使
救
不
到
。
達
死
後
、
儀
詣
宛
見
司
馬
宣
王
、
宣
王
勸
使
來
朝
。
儀
至
京
師
、
詔
轉
拜
儀
樓
船
將
軍
、
在
禮
請
中
。

　
　

と
あ
り
、『
晋
書
』
紀
一
・
宣
帝
紀
・
太
和
元
年
の
条
に

　
　
　

�

初
、
申
儀
久
在
魏
興
、
專
威
疆
埸
、
輒
承
制
刻
印
、
多
所
假
授
。（
孟
）
達
既
誅
、
有
自
疑
心
。
時
諸
郡
守
以
帝
新
克
捷
、
奉
禮
求
賀
、
皆
聽
之
。
帝
使

人
諷
儀
、
儀
至
、
問
承
制
狀
、
執
之
、
歸
于
京
師
。

　
　

と
あ
る
。


